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皇脫レ酿ミ 
皇祖 

皇宗ノ神靈 
1 K 保持シテ 
宜ク 

皇祖 

皇宗ノ遺訓 
爲シ釙ハ以 
洲民生ノ翳 
皇祖 

皇宗ノ後裔 
テ時卜俱 n 
00 

皇宗及我力 
皇考ノ威靈 
皇祖 
皇宗及 
皇考ノ_祐 

ヲサラム n 

神靈此レヲ 


畏 


11#|ケ白サク皇脫レ天壞無窮ノ ® 謨 
敢テ先墜スル n 卜無シ顧ミルーー世局 


ヲ明微 n ' ゾ血(窻ヲ成立シ條章ヲ昭示 
テ臣民翼贊ノ道ヲ廣メ永遠=邀行セ 
福ヲ增進スへシ玆一 I 皇室典範及憲法 

II 胎シタマへル統治ノ洪範ヲ紹述ス 
舉行 K ル n トヲ得ルハ海11 
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‘ . v . v -,.': 

二循 b 惟神ノ贾神ヲ承繼シ»圖 
ノ進運 一 t 膺彡人文ノ發達〗一隨 b 


シ內ハ以テ子孫ノ罕由 K ル所卜 
シメ益：國家ノ KT 基ヲ鞏固一ーシ八 
ヲ制定ス惟フ ti 此レ皆 

ル*一外ナヲス而シテ朕ガ躬！一逮 


-! 倚藉 K ルーー由ヲサ fl > ハ無シ皇肤レ仰テ 


ヲ併セテ脫*現在及將來11臣民 
トヲ誓フ谎幾クハ 

鑒ミタマへ 


率先- 〆 此ノ憲章ヲ履行シテ愆 
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官報號外 


明： S 二十二年二月十一 B 


內閣官報局 






憲法發布勑語 
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眹國家ノ隆昌卜臣段ノ鼯一祕トヲ以テ中 iQ ノ欣榮トシ脫力祖宗11承クルノ大權11 
侬9現在及將來ノ臣民一一對シ此ノ不磨ノ大典ヲ宜布ス 

惟 フ 1!我力祖我か宗< 我*臣民祖先 ノ 協力 W 翼-一倚9我力帝 國ヲ攀 造シ以 テ 無 
窮 n ■レ タリ 此レ我^神聖ナル祖宗ノ威 德卜竝 - f 臣段ノ忠實勇武 一一.シテ 國ヲ愛 
シ於一一殉 b 以テ此ノ光輝アル國史ノ成跡ヲ胎シタルナ .9 朕我力臣民ハ卽チ祖宗 
ノ忠 M ナル匪 M ノ子孫ナルヲ囘想シ其ノ肤力意ヲ奉體シ睽力亊ヲ獎_ シ 相與11 
和衷協同シ益，我か帘國ノ光榮ヲ中外 n 宣揚シ祖寇ノ遺業ヲ永久一一载固ナ7 シム 
ルノ希望ヲ同クシ此ノ5擔ヲ分ツ-一甚フルコトヲ疑ハサルナ9 


.... . 

:. I.H 


































脫祖宗ノ遺烈ヲ承ヶ萬世一系ノ帝位ヲ驄 m 朕 Ar 親愛 X ル厨ノ臣民ハ卽チ脫夕祖宗ノ惠撫慈養シクマヒシ所ノ臣段ナル 
ヲ念 b 其ノ康幅ヲ增進シ其ノ _德眞能.ヲ羧達セシメム ri トヲ顾 b 叉其ノ翼贽一一依 y 與ーー俱 jj 國家ノ進運ヲ扶持セム n 
トヲ塋ミ乃チ明治十四年十月十四日ノ詔命ヲ@賴シ玆 -1 大憲ヲ制定シ朕力率由スル所ヲ示シ朕力後嗣及！ IH 民及臣民ノ 
子孫タル者ヲシテ永遠1一 術行スル所ヲ知ラシム 

國寒 M 治ノ大權ハ朕力之ヲ ffl 宗一一承ヶテ之ヲ子孫二傳フル所ナ9朕及朕か子孫？將夾此ノ蒽法ノ條章一一循ヒ之ヲ行フ 
n トヲ想ヲサルへン 

脫ハ我力 臣民 ノ權刺 及 財廬ノ安全ヲ貴重シ及之ヲ保護シ此ノ憲法及法律ノ範園内 1 於 r 其ノ享有ヲ完全ナラシムへキ 
n > ヲ宜言ス 

帝國議曾？明治二十三年ヲ以テ之ヲ^集シ議會開會ノ時ヲ以テ此ノ憲法ヲシテ有効ナヲシムルノ期トスへ，て 
將來若此ノ憲法ノ或ル條章ヲ改定スルノ必要ナル時宜ヲ见ル n 至ラハ朕及脫*繼統ノ子孫ハ? f 議ノ權ヲ rny 之ヲ議曾 
11付シ議會ハ此ノ憲法 一 I 定メク i 要件1 i 俠9之ヲ議決スルノ外朕か子孫及臣民ハ敢テ之力紛更ヲ試 S ルコトヲ得サル 

へシ 

脫力在娃ノ大臣ハ脫か爲11此ノ趨缺ヲ施行 K ルノ貴一一任 K へク朕か現在及將疵ノ臣民ハ此ノ憇法一一對シ永遠11從順ノ 
義務ヲ質フへシ 

御名御璽. 

明治二十二年二月 十一 H 

內閣總理大臣怕爵黑 田 淸隆 
樞一^院議長伯爵伊滕傅文 
外務 太 臣伯爵大隈重信 
海軍大臣伯雲鄕從遒 
農商務大臣伯爵井上馨 
司法大臣篇山田疆 











大藏大臣兼内務大臣怡爵松方正義 
陸軍 太 臣伯爵大山巖 
文部大臣子爵森有禮 
M 信大臣子爵續本武揚 

大日本帝國憲法 
第一章 5C 皇 

第一條大日本帝國ハ萬世一系ノ天皇之ヲ統治ス 

第二條皇位ハ皇室典範ノ定ムル所1一依？皇男子孫之ヲ繼承ス 

1 二 條天皇 < 神聖11 シテ 侵スへ ガヲス 

第四條.无皇ハ國ノ元首 n シテ統治權ヲ總欖シ此ノ憲法ノ條規〗一依9之ヲ行フ 
第五條天皇ハ帝國議曾ノ協贊ヲ以テ立法權ヲ行フ 
第六條天皇ハ法律ヲ裁可シ其ノ為布及執行ヲ命ス 

第七條天皇< 帝國議會ヲ召集シ其ノ開會閉會停會及衆議院ノ解散ヲ命ス - 
第八條天皇ハ為共ノ安全ヲ保持シ叉ハ其ノ災厄ヲ避クル爲緊急ノ必由リ帝國議會閉會ノ場合 一！於テ法律一一代ル 

へキ1&<$:ヲ^ス 

此ノ勅令 ハ 次ノ會 期一一於テ 帝國 議會一一提出 K <シ若議會 -1 於テ承諾セサルトキハ政府ハ將來 -1 向テ其ノ効カヲ先フ 

n トヲ公布スへシ * 

第九條天皇ハ法律ヲ铣行スル爲—Xハ為共ノ安寧秧序ヲ保持シ及臣民ノ幸福ヲ增進スル爲一一必要ナル命令ヲ發シ叉 
ハ發セシ A 但シ命令ヲ以テ法律ヲ變更 K ル•コトヲ得ス 

第十條天皇ハ It 政各部ノ官制及文武官ノ俸給ヲ定メ及文武宫ヲ仕免ス伹シ此ノ憲法又ハ他ノ法律-一特例ヲ揭ヶ岁ル 
モノハ各<其ノ條項一一依ル 
第十一條天皇ハ陸海軍ヲ統帥ス 
第十二條天皇ハ陸海軍ノ編制及常備兵額ヲ定ム 
第十三條天皇 S ヲ宜シ和ヲ講シ及諸般ノ條約ヲ締結ス 









第十四條天皇ハ戒嚴ヲ1:告ス 

戒嚴ノ要件及効カハ法律ヲ以テ之ヲ定ム 
第十五條天皇ハ爵位 a 章及其ノ他ノ榮興ヲ授與ス 
第十六條天皇ハ大赦特赦減刑及很權ヲ命ス 
第十七條®政ヲ置クハ皇室興範ノ定<ル所一 i 依ル 
攝政パ天皇ノ名.於テ大權ヲ行フ 
第二章臣民權刺義務 

第十 A 條日本臣民タルノ要件ハ法律ノ定 A ル所一一依ル 

第十九條 R 本臣民ハ法律命令 ノ定ム ル 所ノ 資格 11 應シ均ク文武官一一任セ7レ及其ノ他ノ公務1一就ク n 

第二十條日本臣民ハ法律ノ定ムル所 H 從 b 兵役ノ義務ヲ有ス 

第二十一條日本臣民ハ法律ノ定 t 所二從4；納税ノ義務ヲ有ス 

笫二十二條日本臣民ハ法律ノ範園內=於テ居住及移轉ノ自由ヲ有ス 

第二十三條日本臣民ハ法律11依ル fl 非 K シテ逮捕監禁密問處罰ヲ受クルコト t 

第二十四條 B 本臣民ハ法律一一定メタル裁判官ノ截判ヲ受クルノ權ヲ奪ハル、 n トナシ 

第二十五條日ホ臣民ハ法律1一定メタル場合ヲ除ク外其ノ許諾ナクシテ住所-1侵人セヲレ及搜紫セヲル 

第二十六條日本臣民ハ法律-一萣メ身ル揚合ヲ除ク外信書ノ祕密ヲ侵サル、コトナシ 

第二十七條日本臣民ハ其ノ所有權ヲ侵サル、 n トナシ 

茲益ノ爲必要ナル處分ハ法律ノ定ムル所-一依ル . 

第二十八條日本臣民ハ安寧秩序ヲ妨ヶス及.臣民タルノ義務11背*サル眼一一於テ信教ノ自由ヲ有ス 
第二十九條日本臣民ハ法律ノ範圍內一一於テ言論蓿作印行集 1T 及結社ノ自由ヲ荷ス 
第三十條日本臣禺ハ相當ノ m 禮ヲ守9別】一定ムル所ノ規程一一從ヒ節願ヲ爲スコトヲ得 
第三十 一條 本章=揭ケ i 條规ハ戰時叉ハ國 家事變ノ 場合 tl 於 テ天皇大權ノ施行ヲ妨クル n トナ シ 
第三十一一條本章二揭ケ t 條规ハ陸海雄ノ法令Xハ紀律二牴觸セサル f i 限 JL 束人二禅行ス 
第三章帝國議會 

第三十三條帝國議會ハ貴族院衆議院ノ兩院ヲ以テ成立ス 
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ナシ 
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第三十 M 條貴族院ハ貴族院会ノ定ムレ所一一依 9 皇族華族及勅任セラレタル議員ヲ以テ M 織ス 
第 H 十五條萊議院？ M 拳法ノ定ムル所一一俅リ易遝セ I フレタル II 員ヲ a テ組 M ス 
第三十六條何 A モ同時-一兩議院ノ議員クル n トヲ得ス 
第三十七條凡テ法律ハ带國議會ノ協贊ヲ經ルラ W ス 

第三十八錄兩議院 ハ 政府 ノ提 HiK ル 法律案 ヲ 議決 ■シ及各 ^法律案 ヲ提出スル n トヲ得 
第三 十九 慷兩議 院ノ ー fl 於 テ® 決シ タル 法律案ハ同會期中 一一 於 テ再 b 提出スル n トヲ得ス 

第四十條兩議院 ハ 法律叉 ハ其ノ 他ノ爭件 一1 付各 f 其ノ意見ヲ政府 =建 議スル n トフ得但シ其ノ采納ヲ得サ： i モノ 
ハ 同會期中 一一於テ 再 b 建議 K をコトヲ得ス 
第四十一條帝國議會 ハ 每年之 ヲ召集ス 

第一 T 十二條帝國議會ハ三箇月ヲ 以テ 曾期卜 K 必要 アル 場合 11於テ ハ勅命 ヲ以テ之ヲ延長スル コ トアル へ シ 
第四十三條臨時緊急ノ必要 アル #合一一於テ常會ノ外臨時會ヲ召奠 X ヘシ- 
臨時會ノ曾期ヲ定 A ルハ勅命-依ル 

第四十四條帘國讅會ノ開會閉會會期ノ延長及停會ハ兩院同時一|之ヲ行フへシ 
衆議院解散ヲ命セヲレクルトキハ貴族院ハ同時1一停會セヲルへシ 
第四十五條衆議院解散ヲ命セラレ t トキ <刺命ヲ以テ新- i 議員ヲ選？ メ解散ノ日ヨ V 五箇月以內 fz ヲ 


スへシ 

第四十六條 
第四十七條 
第四十八條 
第四十九條 
第五十條 


ヲ得ス 


兩議院ハ各ぐ其ノ總議員三分ノ |以上出席スルニ非サレハ議爭ヲ開キ議決ヲ爲ス n 
雨議院ノ議事ハ過丰駿ヲ以テ泱 K 可否同數ナルトキハ議長ノ決 i 所一一铳ル 
兩議院ノ會議ハ公開 K 伹シ政府ノ要求 X ハ其ノ院ノ決議1一依 S 祕密會卜爲スコトヲ得 
兩議院ハ各><皇 U 上奏 K ル n トヲ得 
兩議院ハ臣民 m リ呈出ブ、ル謂願書ヲ受クル n トヲ得 

第五十一條兩議院ハ此ノ靈法及議院跋=揭クルモノ、外內部ノ整翅1一必要ナル諸规則ヲ定ムルコトヲ得 
第五十二條 . 院ノ ® S ハ議腐1於-?發言督クル意量！！決 1 J 付院外1 J 於7 1 黄ヲ眞フ n トナシ伹シ議員自ヲ其ノ S 
論ヲ演說 PF 行筆記叉ハ其ノ他ノ方法ヲ以テ公布シタルトキハ j 般ノ法律 f 一依 P 處分セヲルへシ 
第 g 十三條■雨議院ノ議員、現行犯扉又ハ杓亂外患11關ル罪ヲ除ク外會期中其ノ浣 .ノ 許諾ナ f ご ア逮柿セ，ル 
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ナシ 

第五十四條國務大臣及政府委員ハ何時夕9卜 IP 各議院11出席シ及發言スル n トヲ得 
第一 T 章國務大臣及樞密顧問 
第玉十 3 L 條國務各大臣ハ天皇ヲ輔弼シ其ノ實 U 任ス 

凡テ法律勅令其ノ他國務一一關ル詔刺ハ國務大臣ノ副署ヲ要ス 
第五十六條樞密顧間ハ樞密院官制ノ定ムル所-一依 y 天皇ノ諮詢一一應ヘ重要ノ國務ヲ審議ス 
第五章司法 

第玉十七條 E 法權ハ天皇ノ名 II 於テ法律一一依リ裁判所之ヲ行フ 
霸所ノ構成ハ法律ヲ以テ之ヲ定 A 
第五十八條裁判官ハ法律1一定メタル資格ヲ具フル者ヲ以テ之一一任 X 

裁判官ハ刑法ノ宜告叉ハ懲戒ノ處分1|由ルノ外其ノ職ヲ免セ7ル、 n トナシ 
懲戒ノ條規ハ法律ヲ以テ之ヲ定ム 

第五十九條裁利ノ對審判決"ハ之ヲ公開 K 但 V 安寧秩序叉ハ風俗ヲ害スルノ虞アルトキハ法律〗一依 SX ハ裁判所ノ決 
議ヲ以テ對審ノ為開ヲ停ムル n トヲ得 
第六十條特別裁判所ノ管轄】 〖® K ヘキモノハ別 t ! 法律ヲ以テ之ヲ定ム 

第六十一條行政官臘ノ違法處分11由 P 權刹ヲ傷害セラレタ S トスルノ訴訟一ーシテ別11法律ヲ以テ定メ^ル行政裁判 
所ノ裁判-屬スヘキ乇ノハ司法裁判所11於テ受理スルノ限二在ラス 
第六章會計 

第丄ハ十二條新一一粗晚ヲ課シ及撒率ヲ變更 K ルハ法律？以テ之ヲ定ムへシ 
祖シ報惯 f 一壩スル行政上ノ手數料及其ノ他ノ收鈉金ハ前項ノ限一一在ラス 

國偾ヲ起シ及豫箅11定メタルモノヲ除ク外國雕ノ賀婚トナルへキ銨約ヲ爲 K ハ帝國議曾ノ協贊ヲ經へシ 
第六十三條現行ノ租稅ハ更11法律ヲ以テ之ヲ改>サル限ハ舊 tl 依 y 之ヲ微收ス 
第六十四條國家ノ歲出歲人ハ每年豫算7 M テ帝國議曾ノ協赞ヲ經ヘシ 

豫箅ノ款項 ii 超過シ叉ハ豫算ノ1外 n 生シ及ル支出アルトキハ後日帝國讅會ノ承諾ヲ浓ムルヲ嬰ス 
笫六十五條豫箅ハ前=衆議院-1提出 K ヘシ _ 
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六 


條ハ現在ノ定額一一依9每年圔琨ヨリ之ヲ支出シ將來增額ヲ要スル場合ヲ除ク外帝國響备賛ヲ 

要セス 

第六十七條憲法上ノ大權1一基ッヶル旣定ノ歲出及跋律ノ結果一一由 y 又ハ法律上政莳ノ義務】一獨スル歳出ハ政府ノ同 
意ナクシテ帝國議會之ヲ廢除シ X ハ削減スルコトヲ得ス 
笫六十八條特別ノ須要一一因り政府ハ豫メ年眼ヲ定メ繼續費トシテ帝涵議會ノ協贊ヲ求 A ルコトヲ得 
第六十九涤避クへヵヲサル豫算ノ不足ヲ補フ爲 -1 X ■ハ豫算ノ外一一生シ及ル必嬰ノ費用-一究ッル爲-一豫備費ヲ設クヘ 

第七十條為共ノ安全ヲ ® 持スル爲緊急く需用アル場合-一於テ內外ノ情艰=因9政府ハ帝國議會ヲ召集スルコト能 
ハサルトキハ勅令 一 t 依リ財政上必要ノ處分ヲ爲ズコトヲ得 

前項ノ場合二於テハ次ノ會期=於テ帝國議會=提出シ其ノ承諾ヲ求ムルヲ要ス 
第七十一條帝國議會一一於テ豫算ヲ議定セス叉ハ豫箅成立一】至ラサ*トキハ政府ハ前年度ノ豫算ヲ施行スへシ 
f 十二條國まノ歳出歲入ノ決算八會計檢查院之ヲ檢査確定シ政府ハ其ノ撿査報告"俱二之ヲ帝國議會 -5 出スへ 

シ t 

曾計撿査院ノ組織及職權ハ法律ヲ以テ之ヲ定ム 

第七章補則 ¥■ 
第七十三®辱來此ノ憲法ノ條項ヲ改正 K ルノ必要アルトキハ励命ヲ以テ議案ヲ帝國議會ノ議一-付 X ヘシ 

叱ノ»合 f 一 於テ兩議院ハ各^其ノ總員三分ノニ以上出席スルニ非サレハ議亭ヲ開クコトヲ得ス ffl 席議員三分ノニ以 
上ノ多藪ヲ得ルーー非サレハ改正ノ議決ヲ爲スコトヲ得ス 
第七十四條皇室興範ノ改正ハ帝國議嘗ノ議ヲ經ルヲ要セス 
皇室典範ヲ以テ此ノ懑法ノ條規ヲ變更スルコト7得ス 
第七十五條憲法及皇室典範ハ攝政ヲ置クノ間之ヲ變更スルコトヲ得ス 

第 b 卜六摩法華規則命 41 叉ハ何等ノ名稱ヲ用并次ルーー拘ヲ K 此ノ憲法】一矛眉セサル現行ノ法令ハ總テ遵由ノ効カヲ 
有ス 

歲出上政府ノ義務一一係ル覌在ノ契約叉ハ命令ハ總テ第六十七條ノ例ーー依ル!— 1 I 
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明治二十.二年二月十 I 日 


伯爵黑阳淸蔭 
伯爵饼藤德文 
伯爵大隈重信 
伯爵西鄕從遒 
伯爵井上馨 
伯爵山田顯義 
伯爵松方正義 
伯爵大山巖 
子爵森有禮 
子爵稷本武揚 


官 報號外 明治一5 一¥1月ナ百月曜日 內閣官報局 
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脫樞濟顧問ノ諮詢ヲ經テ議院法，ヲ裁可シ之ヲ為布セシメ併セテ貴族院及衆議院成立ノ日ヨ 9 各^本法一一依 9 施行ズへキ 

n トヲム叩ス 


法律第二號 
議院法 

笫 I 章帝國議會ノ召集成立及開會 

第一條帝國議 1 T 召集ノ刺論ハ集會ノ期 P ヲ定メ少クトモ四十日前二之ヲ發布 X へシ 
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慕狒外 1 明治二十 11 年二月十 一 日 __ 一一 

■第二條議員ハ召集ノ刺論一一指定シクル期日」 一 於テ各議院ノ會堂 I 集會 K へ■ゾ 

第三條衆議院ノ議長副議長 ハ 其ノ院11於テ各^一名 ノ候補 着ヲ選擧セシメ其ノ中ヨリ之 ヲ勅史スへシ 
議長副議長ノ泐任セヲル、マーアハ書記官長議長ノ職務ヲ行フへシ 
第四條各議院 ハ 柚 ii ; I 法 一一 依 リ總 議員ヲ藪部一一分割シ每部々長一名 ヲ 部員中 s 一 於テ互選 スへシ 
第五條兩議院成立シタル後勅命ヲ以テ帝固議會_會ノ日ヲ定メ雨院議員ヲ貴族院一一會合セシメ 開院式 ヲ行フ ヘシ 
第丄ハ條前條ノ場合 一一 於テ貴族院議長 ハ 議長ノ職務ヲ行 フへシ 
第二章議長書記官及經费 
第七條各議院ノ議長副議長ハ各二員トス 
第 A 條萊議院ノ議長副議長ノ期ハ議貝ノ任期 u 依ル 

第九條萊議院ノ議長副議長辭職叉ハ其ノ他ノ事故一一由リ闕位トナリタルトキハ繼任者ノ任期ハ仍前任者ノ壬钥 H 眩レ 
第十條各議院ノ議長ハ其ノ議院ノ秧序ヲ保持シ議爭ヲ整理シ院外二對シ議院ヲ代表ス 
第十一條議長ハ議會閉曾ノ間一一於テ仍其ノ讅院ノ爭務ヲ指揮 K 

第十二條議長ハ常任委員會及特別委員會一一臨席シ發言 K ル n トヲ得1シ表快ノ數1一貿ヵラス 
笫十三條各議跪一一於テ議長故障アルトキハ副議長之ヲ代理ス 

第十四條各議院1一於テ議長副議長俱 ri 故障アルトキハ假議長ヲ選#シ議長ノ職務ヲ行ハシムへシ 
第十五條各議院 ノ議長 剐議長ハ任期滿限1一達スル 乇後任 者ノ勅任セ7ル、マテハ仍其ノ職務ヲ繼續スへシ 
第十六條各議院一一書記官長一人書記官藪人ヲ M ク 
書記官長ハ勅任トシ書記官ハ莠任トス 

第十七條書記官長ハ議長ノ指禪一一依リ霤記官ノ事務ヲ提 31 シ怂文 1 一署名ス 
書記官ハ議爭錄及其ノ他ノ文書案ヲ作9亭務ヲ掌 ail ス 
書記官ノ外他ノ必要ナル職員ハ書記官長之ヲ任ス 
第十八條兩議院ノ經費ハ國摩ヨ y 之ヲ支出ス 
.第三章議長副議長及議員歲费 

第十九條各議院ノ議長ハ歲費トシテ四千 M 副議提ハニ千圆貴族院ノ被選及勅任議員及衆議院ノ議員ハ八百圓ヲ受ヶ別 
1 U / E ムル所ノ規則2從 b 旅費ヲ受ク祖シ召集1應セサル者ハ歳费ヲ受クル n トヲ得ス 
議長副議長及議員ハ蒇费ヲ辭スルコトヲ得ス 
官吏一ーシテ議員タル者ハ歲費ヲ受クル3トヲ得ス 

第二十3:條ノ煬合=於テハ第一項歲費ノ外議院ノ定ムル所1一侬 S |日五圆 m 9多*ラサル手當ヲ受ク 
第四章委貝 

第二十條各議院ノ委員ハ全院委員常任委員及特別委員ノ三類トス 
























全院委員ハ議院ノ全員ヲ以テ委員卜爲，スモノトス 

常任委員ハ事務.ノ.必要 f 一依9之ヲ數科一〗分割シ1擔ノ事件ヲ審査スル爲-一各部〗一於テ同駿ノ委員ヲ總議員中ヨリ選擧 
シー會期中其ノ任11在ル乇ノトス 

特別委員ハー亊件ヲ審査スル爲一一議院ノ選擧ヲ以テ特一 r 付託ヲ受クルモノトス 
第二 十一條 全院 委員長ぐ一會期コト1一1 曾ノ始 n 於テ 之ヲ選擧ス 
常任委員長及特別委員長ハ各委員 1 T 一一 於テ之ヲ互 M ス 

第二十二條全院委員會ハ議院三分ノー 以上常任委員曾及特別#員會ハ其ノ委員芈駿以上 tt ! 席スル-一非サレハ議事ヲ開 
キ議決ヲ爲スコトヲ得ス 

第二 t 三條常任委員會及特別委員會ハ讅員ノ外傍聽ヲ禁 K 伹シ委員會ノ決議一一由-議員ノ傍聽ヲ禁スル n トヲ得 
第二十四條各委員長ハ委员曾ノ經過及結 m ヲ議腐二報告スへシ 

笫二十五條各議院ハ政府ノ耍派二依リ叉ハ其ノ同意ヲ經テ議會閉曾ノ間委員ヲ*テ議案ノ審查ヲ繼續セシムルコトヲ 
得 

第玉章會議 

第二十六條各議院ノ議長ハ議事日程ヲ定メテ之ヲ議院一一報告ス 

議爭日程ハ政府ヨリ提出シ次ル議案ヲ先一ースへシ徂シ他ノ議事緊急ノ場合-一於テ政府ノ同竄ヲ得タルトキハ此ノ限 n 
在ヲ X 

第二十七條法律ノ議案ハ三讀會ヲ經テ之ヲ議決スヘシ诅シ政府ノ要求若ハ議員十人以上ノ要求 n 由9議院一一於テ出席 
議員三分ノニ以上ノ多數ヲ以テ可決シタルトキハ三謂會ノ順序ヲ省略スルコトヲ得 
第二十八條政府ヨ9提出'ゾ々ル鶴案ハ委員ノ審査ヲ經スシテ之ヲ議決スルコトヲ得ス但シ緊急ノ場合【一於テ政府ノ要 
求一一由ルモノハ此ノ限一一在ラス 

第二十九條凡テ議案ヲ發議シ及議院ノ會議一-於テ議案-一厨シ修正ノ動議ヲ發スルモノハニ十 A 以上ノ赞成ア非サ 
レハ議題卜爲スコトヲ得ス 

第三十條政府ハ何時々リトモ旣一一提出シクル議案ヲ修正シ叉ハ撒囘スルコトヲ得 
策 H 十一條凡】 K 議案ハ最後一一議決シタル議院ノ議長ヨリ國瀲大臣ヲ經由シテ之ヲ奏上スへシ 

伹シ兩議院ノ M 於テ提出シクル議案一ーシテ他ノ議院一一於テ否決シタルトキハ第五十四條第二項ノ规定-一依ル 
第三十二條兩議院ノ議決ヲ經テ秦上シ t 議案 II シテ裁可セヲル、モノハ次ノ曾期マテニ公布セヲルヘシ 

S ハ章停會閉會 . 

第三十三條政府ハ何時タリトモ十五日以內二於テ議院ノ停會ヲ命スルコトヲ得 
議院停會ノ後； fc 開會シタルトキハ前會ノ議事ヲ繼續スヘシ 
f 二十四條衆議院ノ解散 n 依 1 M 族院11停曾ヲ命シクル®合 n 於テハ前條第二項ノ例.一一依ヲス 


W 官報珑外 明植干二年一I十一日 
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第三十五條带國議會閉會ノ豐 e t 一於テ議案建議爾願ノ議決- i ラサルモノハ後會 -1 繼續セス位シ第一一十五條ノ場合一一 
於テハ此ノ限一一在7ス 

第三十， K 條閉會ハ勑命一1由卩兩議院合會】|於テ之ヲ擧行スヘシ 

第七章祕密會議 . 

第三十七條各議院ノ會議ハ左ノ場合11於テ公開ヲ停ムル n トヲ得 
„ 議長叉ハ議員十人以上ノ錢議二由9議院之ヲ可決シタルトキ 
二政府ヨ9要求ヲ受ゲタルトキ 

第三十八條議長叉ハ議員十人以上ヨ3祕密會議ヲ發議シタルトキハ議長ハ直11傍聽人ヲ退去％シメ ft 論ヲ用并スジテ 
可否ノ決ヲ収ルヘシ. 

第三十九條祕密會議ハ刊行 K ル n トヲ許サズ 
第八章豫算案ノ議定 

第四十條政府ヨ9豫算案ヲ蒎議院1〗提出シタルトキハ豫算委員ハ其ノ院一一於テ受耿9タル日ヨリ十玉日以內二審査 
ヲ終リ議院 n 報告スヘシ 

第四十 I 條豫算案一一就キ議院ノ會議=於テ修正ノ勸議ヲ發 K ルモノハ H 十人以上ノ贊成アル11非サレハ議題卜爲ス n 
卜★得ス. 

第九章國務大臣及政府委員 

笫四十二條國務大臣及政府委員ノ發言ハ何時タリトモ之ヲ許スへシ但シ之力爲一一議員ノ演說ヲ中止セシムルコトヲ得 

ス > 

第四十三條議院二於テ議案ヲ委員一一付シタルトキハ國務大臣及政府委員ハ何時^リトモ委員會1一出席シ意見ヲ述フル 

コトヲ得 

第四十四條委員會ハ議長ヲ經由シテ政府委員ノ說明ヲ求 A ル n トヲ得 

笫四十五條 y 務大臣及政府委員ハ議員 タル 者ヲ除ク外議院ノ會議一一於テ表決ノ數一一預ヵラス 
第 四十 六 條常任委員會叉■ハ特別委 員會ヲ 開 タト キハ每會委 員 長 ヨ9 其ノ主任 ノ國務大臣 及政府 委員 二報知スへシ 
第四十七條議事日程及議爭二關ル報告ハ議員一!分配スルト同時=之ヲ國務大臣及政府委員一一送#スへシ 
第十章質間 

第四十八條兩議院ノ議員政府〖一_シ質問ヲ■爲サムトスルトキ：；三十人以上ノ贊成者アルヲ要ス 
質問ハ簡明ナ i 主意書ヲ作9贊成者卜共 II 連署シテ之ヲ議長二提出 K ヘシ 
第四十九條質問主意書ハ議長之ヲ政府一一13送シ國務大臣ハ直一一答辯ヲ爲シ叉ハ答辯スヘキ期日ヲ定メ若答辯ヲ爲サ、 
ルトキハ其ノ理由ヲ示明スへシ 

第五十條國務大臣ノ答辯ヲ得叉ハ答辯ヲ得サルトキハ質問ノ事件-一付議員ハ建議ノ m 議ヲ爲ス n トヲ得 
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第十 f 章上奏及建議 _ ,,=, 

第五十一條各議院上奏セムトスルトキハ文書ヲ泰虽シ叉ハ議長ヲ以テ M 代トシ謁见ヲ請 b 之ヲ奉呈ズルコ 
各議院ノ建議ハ文書ヲ以テ政府-一呈出スへシ 

第五十一一條各議院一一於テ上奏叉ハ建議ノ锄議ハ三十人以上ノ贊成ァル5サレハ議題卜爲スコトヲ得ス 

第十二章兩議院關係. , 
第五十三條豫箅ヲ除ク外政府ノ議案ヲ付スルハ雨議院ノ內何レヲ光一ースルモ便宜二依ル 

第五十四條甲議院 n 於テ政府ノ議案ヲ可決シ X ハ修正シテ議決シタルトキハ乙議院二之ヲ移スへシ乙-議院二於テ fFIs 
院ノ議決二同意シ叉ハ否決シクルトキハ之ヲ#上スルト同時一一甲議院=通知スへシ 
乙議院11於テ£1院ノ提出シ j ル議案ヲ西決シタルトキハ之ヲ甲議院二通知スへシ 
第五十 rL ^ 乙議院-一於テ&議院ヨリ移シタル鶴案二對シ之ヲ修正シタルトキハ之ヲ PP 議院二囘付スヘシ fp 議院二於テ 
乙議院ノ修正 j 同1:シタルトキハ之ヲ奏上スルト同赌=7,議院二通知スヘシ若之一一同意セサルトキハ兩院協議會ヲ開 
夕 n トヲ求ムへシ 

甲議院 my 協議曾ヲ開ク n 


呼 1 晓ヨ 9 榴_噹ヲ鎅クコトヲ求ムルトキハ乙議院ハ之ヲ拒ムコトヲ得ス 
第五十六條兩院協議會ハ兩議院ヨリ各 e 十人以下 rrfl 數ノ #M ヲ選 ft ゾ曹 M セシム委 M ノ協議案成立スル . 

政府ヨリ受取 y 叉ハ提出シタル & 議院一一於テ光ッ之ヲ議シ次〒 7 L 議院—移スへシ 
iiil 會一 ! 羚テ成立シタ ■ ル成案-一 ■ シテハ更一一修正ノ動議ヲ爲スコトヲ釣サス 
第五十七條國務大臣政府委员及各議院ノ議長.ハ何時タリトモ兩院撾議會 11 出席シテ葸旯ヲ述フル n トフ得 
第五十八條兩院協議會ハ傍 M ヲ許サス 

第五十九條雨 ® §議會 n 於テ可否ノ決ヲ取ルハ m 名投票ヲ用并可否同避ナルトキぐ議長ノ決スル所一一依ル 
第六十條雨院協議會ノ議提ハ兩議院 m 議審員=於テ * 二 M ヲ 3 : 選シ每會更代シテ席一一常ーフシムヘシ震ハノ初曾一一於 
ケル議長ハ柚籠法ヲ以テ之ヲ定 A 

第六十一條本章一一定ム ‘ 所ノ外兩議院究渉事務ノ规程ハ其ノ協議 11 依 9 之ヲ逭 A へシ 
笫十三章 If 願 

第六十二 ^ 各議院 £iii スル人民ノ請願 # ハ 1 货ノ紹介ーー依リ議院之ヲ愛取ルへシ 
第六十三條箭願番ハ各議院一一於テ請願委 M 一一付シ之ヲ審査セシム 

謂願委货請願ヲ以テ规程-一合ハスト認ムルトキハ議提ハ紹介ノ議員ヲ經テ之ヲ却下スへシ 
笫六十四條請願#^ハ請願文#表ヲ作リ其ノ要領ヲ錄シ每週一冏議院二報告スへシ 

讀願委 M # 別ノ報告一一依レル要求叉ハ議貞三十人以上ノ要來アルト巾ハ ^ 議院ハ其ノ爾願事件ヲ俞 H 議一 I 付スヘシ " 
第六十五滎各議院 1 一於テ前願ノ採採 K へキ n トヲ議決シタルトキハ JSilL 書ヲ附シ典ノ謂願番ヲ馼府二送付シ事宜二依 

I—ffc ■ ■ .r jl 一 J^in . 

ヲ得 
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ヲ得ス 


t- ハ政府ハ祕密一一渉ル乇ノヲ除ク外其 


笫丄ハ十六條法律一一依リ法人卜認メヲIXタル者ヲ除ク外總代ノ名義ヲ以テスル爾願ハ各議院之ヲ受クルコ 
第六十七條各議院ハ憲法ヲ變更 K ルノ請願ヲ受クルコトヲ得ス 

第 六十 八條請 願書ハ 總テ哀 願ノ體式ヲ用ゥ ヘシ 若請願ノ名義 一一 伎 ラス 若ハ其ノ體式 一一 達フモノハ各議院之ヲ受クル n 
ト ヲ得ス 

第六十九條請願書 tl- ゾテ皇室11對シ不敬ノ語ヲ用并政府Xハ議院II對シ侮辱ノ語ヲ用弁ルモノハ各議院之ヲ受クル n 
トラ得ス 

第七十條各議院ハ RI 法及行政裁判一一千預スル ノ請願ヲ蹙 クル n トヲ得ス 
第七十一條各議院ハ各別一一謂願ヲ受ヶ互11相干預セス 

第 十四 章 議院 卜 人民 及官 蹏 地方 議會トノ願係 、 

第七十二條各議院ハ人民一一向テ告示ラ發スル n トヲ得 X 
第七十三條各議院ハ審査ノ爲一 fA 段ヲ召唤シ及議員ヲ派出 K ルコトヲ得ス 
第七十四條各議院ョ y 審査ノ爲ーー政府一一向テ必要ナル報^叉ハ文書ヲ艰ムル 
ノ求一〗應スヘシ 

第七十玉條各議院ハ國務大臣及政府委員ノ釙他ノ宫廳及地方議會 一 I 向テ照會往復スル ri トヲ得ス 
第十五章嘏職及議員資格ノ異議 

'第七十六條衆議院ノ議員一ーシテ貴族防議負 - I 任セラレ叉ハ法律一一依？議員タルコトヲ得サル職務 II 任セヲレタルトキ 
f ハ退職者トス 

.第七十七條衆議院ノ議員1シテ選_法. t 一記■シ々ル被選ノ寶格ヲ失 u タルトキハ退職者トス 

I 第七十八條衆議院 n 於テ 議員ノ寶格 1 一付興議ヲ半ン v ルトキハ特一一委貝ヲ設ケ時日ヲ期シ之ヲ辊査セシメ 其ノ報 告ヲ 
待テ之ヲ議決スヘシ 

第七十九條裁判所 I 〗於テ常選訴訟ノ戴判手續ヲ爲シタル# ノハ衆議院1一於テ同一事件11付密查スル n トヲ得ス 
一笫八十條議員其ノ寶格ナキ n トヲ證明セ1フ i 、一一至ルマテハ議院一一於テ位列及龄言ノ權ヲ失ハス也シ自身ノ資格審 
! 査 I - 關ル會議】一對シテハ辯明 K ル n トヲ得ルモ其ノ表決一一預ヵル n トヲ得ス 

第十六章請睱辭職及柿闕 

* 第八十一條各議院ノ議長ハ i 週間11超 H サル議員ノ請睱ヲ許可スル n トヲ得其ノー 週間ヲ超 rf ルモノハ議院二於！ K 之 
ヲ許可ス期限ナキ乇ノハ之ヲ許可スル=1トヲ得ス 

第八十二條各議院ノ議員ハ正當ノ理由ヲ以テ議長一一屆出 K シテ曾議叉ハ委員會11闕席スル n トヲ得ス 
第八十三條衆議院ハ議員ノ辭職ヲ許可 K ル n トヲ得 

第八十四條何等ノ事由=拘ーフス衆議院議員=闕員ヲ坐シタルトキハ議熳『リ内務大臣 T1 通^シ M 闕選舉ヲ求ムへシ 
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第十七章紀律及警察 1 £ 

第八十五條各議院開會中其ノ紀律ヲ保持セムヵ爲內部警察ノ權ハ此ノ法律及各議院二於テ定ムル所ノ規训 r 征 b 議長 I 

之ヲ施行ス 

第八十六條各議院11於テ要スル所ノ警察官吏ハ政府之ヲ派出シ議長ノ指揮ヲ受ヶシム ■ 

第八十七條會議中議員此ノ法律若ハ議亭规训一一違 b 其ノ他議場ノ秩序ヲ荼ルトキハ議長ハ之ヲ警戒シ叉ハ制止シ叉ハ 
發言ヲ取消サシム命-一從ハサルトキハ議長ハ雷 F ノ會議ヲ終ルマテ發言ヲ禁止シ X ハ議煬ノ釙一-退去セシムルコトヲ 

得 

第八十八條議 JtaMn シテ整理シ難キトキハ議長ハ當日ノ曾議ヲ中止シ X ハ之ヲ閉ツルコトヲ得 

第八十九條傍聽 A 議煬ノ妨害ヲ爲ス者アルトキハ議長ハ之ヲ M 煬セシメ必要ナル場合二於テハ之ヲ警察官廳一】引渡サ 

シムル n トヲ得 

傍聽席騷掇ナルトキハ議長ハ總テノ傍_人ヲ退場セシムルコトヲ得 
第九十條議墻ノ秩序ヲ紊ル者アルトキハ國務大臣蟛府委員及議货ハ議長ノ浊葸ヲ喚起スルコトヲ得 
第九十一條各議院-一於テ皇室二對シ不 m ノ言語論說ヲ爲スコトヲ得ス 

第九十二條各議院一一 於テ 無 禮ノ語 ラ用#ル n トヲ得ス及他人ノ身上 fl 渉9言論スルコトヲ捐ス 

第九十三條 議院叉 ハ委員 f 於テ誹毁梅辱ヲ被リ t 議員 ハ之ヲ 議院-一訴へテ處分ヲ求ムヘシ私 il 相報擅スル n トヲ 
得ス 

第十八章懲罰 

第九十四條各議院ハ其ノ議員11對シ徽罰ノ權ヲ有ス 
第九十五條各議院二於テ懲罰事犯ヲ審査ズル爲〒懲罰委貝ヲ設ク 

懲罰亭犯アルトキハ議長ハ先'ソ之ヲ委員一一付シ審查セシメ議院ノ議ヲ經テ之ヲ宜告ス 
各委員 1 r 叉ハ各部一一於テ懲罰爭犯アルトキハ委貴最 X ハ部長ハ之ヲ議長一-報告シ處分ヲ求ムへシ 
第九十六條懲罰ハ左ノ如シ 

一公開シヂル議場11於テ諏货ス 
一一公阅シタル議墙一一於テ適當ノ譜辭ヲ表セシム 
三一定ノ時間出席ヲ停止ス 
四除名 . 

衆議院一一於テ除洛ハ11!席議畏三分 ノニ以 上ノ多數ヲ以テ之ヲ決スへシ 
第 九十七 條叙議院ハ除浴ノ議贤 IW 選-一常ル希ヲ拒ムコトヲ得スー 


官報跳外 f ? n 泊一一十二年二月十一 
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第丸十 A 條議 M<11 十人以上ノ贊成ヲ以テ懲罰ノ動議ヲ爲 K n トヲ得 
懲罰ノ動議ハ事犯ァ.リシ德三日以內一一之ヲ爲スへシ 

第 九十 九條議員正當ノ理由ナクシテ刺論11指定シタル期日後 ~ 週間內11召集二應セサル！一由9叉ハ正當ノ理由ナクシ 
テ會議叉ハ委員會二闕席スル -t 由1右ハ請睱ノ期眼ヲ過キタル TI 由9議長ヨリ特=招狀ヲ鼗シ其ノ招狀ヲ受ケタル後 
一.週問內一一仍故ナタ出席セサル者ハ貴族院一一於テハ其 v 出席ヲ停止シ上奏シテ®裁ヲ請フへク衆議院1 i 於テハ之ヲ除 

«ス->シ 


朕樞密顯間ノ諮詢ヲ經テ衆議院議員選寧法及附錄ヲ裁可シ之ヲ為布セシメ佛セテ帝國議會ヲ召集 K ルノ年 m S 本法一一依 
S 選擧ヲ施行セシムへキコトヲ命スー 

御名御璽 

.明治二十二年二月十一 日 

內閣總理大臣伯爵黑田淸隆 
樞密院議長伯爵伊藤傅文 . 

‘ 外務大臣伯爵大隈 S 信 

海眾大臣伯爵西鄕從道 
. 農商務大臣伯爵弁上馨 
同法大臣伯爵山田顯義 
大藏大臣兼內務大臣伯爵极方正義 
陸 軍 大臣伯爵大山巖 
文部大臣子 i 有禮 
遞信太 臣子爵稷本武播 

法律第三號 

衆議院議員選察法 ■ 

第一章選拳區畫 

第 一條衆議院ノ議員ハ各庥 骤ノ選 擧區1一於テ 之ヲ選舉 -k シム其ノ選擧區及各選舉區二於 テ選擧ス ヘキ 定歐ハ比 ノ按律 
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ノ附錄ヲ以テ之ヲ定ム 

第二條府 W 知爭ハ其ノ府聯ノ選擧區ノ選擧ヲ監督ス 

一選擧區ノ選犟ハ鄱長叉ハ市長其ノ選寧長トナリ之ヲ管理ス • 

第三條 |選擧區 f ご K 毂鄹市一一渉ルトキハ府聯知爭ハ其ノ鄹長叉ハ市長ノー人ヲ命シ選擧長タヲシム 
第四條一市ノ域內=於テ霞攀區アルトキハ府縣知亊ハ區長ヲ、ごア其ノ選舉長タヲシムヘシ 
第五條選奉11關ル費用ハ地方稅ヲ以テ支辨スヘシ 

第二章 M 舉人ノ資格 . 

第六條選舉人ハ左ノ資格ヲ備フルコトヲ要ス 

第一 日本臣民 ノ男子-ーシ 1 K 年齢滿二十五歲以上ノ者 

第二選犟人名傅調製ノ期日ヨ S 前滿一年以上其ノ府縣內一一於テ本籍ヲ定メ住居シ仍?1續キ住居 X ル者 
第三選舉人名簿調製ノ期日，前滿 I 年以上其ノ府■肉-一於テ直接國税十五 E 以上ヲ鈉メ仍引纘キ鈉ムル着 
但シ所得税一一付テ ハ 人名簿調製ノ期日ヨ 9 前滿三年以上之ヲ鈉メ仍引績キ納ムル者一一限ル 
第七條家督 11 甴リ財產ヲ相續シ次ル者 ハ 其ノ財産 11 付前財産主ノ納税額ヲ以テ其ノ鈉桃資格一一算人ス 
第三章被選人ノ赍格 

第八條被選人タル rr トヲ得ル者ハ日本臣民ノ男子滿三十歲以上一ーシテ選舉人名薄^^ ノ期 B ヨ1関 i ® 一年以上其ノ選 
擧府縣內 -1 於テ]®接國稅十五圓以上ヲ鈉メ仍引續キ鈉ムル者^ルへシ 
伹シ所得税一 i 付テハ人洛簿調製ノ期日ヨリ前滿三年以上之ヲ鈉メ仍引續キ鈉ムル巷一一限ル 
第九條宫內官裁判官酋計撿查官收税官及饕察官ハ被選人タルコトヲ得ス 
前項ノ外ノ官吏ハ其ノ職務11妨ヶサル限ハ議員卜相兼ヌルコトヲ得 
第十條府縣及鄹ノ官吏ハ其ノ管轄區威內二於テ被選人タルコトヲ得ス 
第十 I 條選寧ノ管迆二關係スル市町村ノ庚員ハ其ノ選擧區】 一 於テ被選人タルコトヲ得ス 
第十二條神官及諸宗ノ僧估叉ハ教師ハ被選人タルコトヲ得ス 

笫十三條府腮曾ノ議眞ニシテ萊議院ノ議員=選舉セラレ當選ヲ承諾シタルトキハ其ノ前職ヲ辭スヘキ，トス 
第四章選舉人及被 II A 一一通スル规定 
第十四條左ノ項ノーーー觸ル、者ハ選擧 A 及被選人タルコトヲ得ス 
一瘋罐白瘋ノ者 

二身代限ノ處分ヲ受ヶ贸债ノ義務ヲ免レサル者 
三公榷ヲ制奪セ1フレタル潑叉ハ停止中ノ# 

四禁錮ノ刑二處セラレ■期ノ後又ハ赦免ノ後滿三年ヲ經サル若 

1舊法1一陡¥|年以上ノ懲役若ハ國爭犯禁獄ノ刑二處セヲレ滿期ノ後叉ハ赦免ノ後滿三年ヲ經サル‘ 


官報 m 外 明^こ十一一年一瓦十一 
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明^二十二年二=:十 


1〇 


賭博犯一一由リ處刑ヲ受ケ滿期ノ後 X ハ赦免ノ後滿三年ヲ經サル者 
七選！ M 關ル犯罪一一由り選窣權及被選權ノ停止中ノ者 
第十五條陸海軍眾人ハ現役中 M 寧權ヲ行 7 n トヲ得 K 及被選人夕 i n トヲ得 K 其ノ依職停職一一在ル者亦同シ 
第十六條華族ノ當主ハ衆議院議員ノ選擊人及被 MA タル n トヲ得ス 

第十七條刑事ノ訴ヲ受ケ拘贺叉ハ傑釋中 11 茁ル者ハ其ノ裁判確定 II 至ル MK 選舉權ヲ行フ n トヲ得ス及被 S A タルコ 
トヲ得ス 

第五章選舉人名 M 

第十八條 M 舉長；：每年四月一日ヲ期トシ各 ml 村長ヲシテーノ投票區诚內 n 於テ選擧資格ヲ有 k ル者ヲ調查シ人洛傅二 
本ヲ調 M シ同月二十 R マテーー其ノー 本ヲ差出サシムへシ 

選響人名薄ハ選寧人ノ姓洛官位職業身分住所生年月納ムル所ノ直接國税ノ總額竝一一納税地ヲ記載 K ヘシ 
第十九條市 一 f 於 r ハ左ノ方法一一依-選察 A 名簿ヲ調製 K へシ 

第一 一市叉ハ市內ノー區ヲ以テー選置卜爲シタル場合-一於テハ選雲其义塔簿ヲ麗スヘシ 

第二市內 -1 アル M 區ヲ合シテ I 選舉區卜爲シタル場合一一於テハ各區長ヲシテ其ノ區內ノ人名傅ヲ調製シ選舉長=差 

出サシムへシ * 

第三鄹市ヲ合シテー選擧區卜爲シタル墙合一一於テ15長其ノ M 舉長トナリタルトキハ市長ヲシテ其ノ人洛薄ヲ調製シ 
之ヲ差53サシム f シ 

第四第三ノ場合=於テ市長其ノ M 擧長トナ9タルトキハ rffs 其ノ m 內ノ人洛簿ヲ調製 K へシ 
第二十條選寧人其ノ住居 K ル役票區域ノ外一一於テ直接_税ヲ鈉乂ルトキハ鈉稅地ノ町村長 X ハ市長若ハ區長ノ證狀ヲ 
得テ選舉人^簿調製ノ期日マテ11其ノ役票ヲ管趣スル町村長叉ハ r 17 長若？區長〗1差山スへパシ 
第二十一條遝舉長ハ各町村長又ハ市長若ハ區長ョリ差出シタ&選_人浴簿ヲ合シー選寧區ヲ以テ|册トシ選^管理ノ 
鄹役所叉ハ m 役所若ハ區役所二備置キ其ノ副本ヲ府縣知事一一送致スへシ 
第二十二條選擧長ハ#年五月五日ョリ十五日間一選擧區選舉人名傅ノ寫ヲ其ノ選罄管理ノ鄹役所叉ハ市役所若ハ區役 
所-一於テ縱覽セシムへシ 

第二十三條凡 r 選擧寶格アル者 M 寧人名薄一一於テ人名 ノ脫蹰 叉ハ！^アル n トヲ發見シふルトキハ其 3 S ! 由 書 及證 M ヲ 
具へテ縦覽期限內 tlM 蔡長一一申立テ其ノ改正ヲ求 A ル n トヲ得 

縦覽期限ヲ經過シタル後前項ノ申立ヲ爲 K = t 其ノ効ナン‘ ■ ■ 

第二十四條選攀長=於テ脫漏ノ申立ヲ受ケタルトキハ其ノ规由及證憑ヲ審查シ申 tf ヲ受ケタ*/^日ョリニ十日以内一一之 
ヲ判定 K へ.シ若其ノ中立.ヲ以テ正當ナリト判定シタルトキハ瞳一!其ノ人名ヲ記載シ其ノ由ヲ當人所在地ノ町村長叉ハ 
市長^ハ區長11通知シ併セテ選擧區内！一告示 K ヘシ 

第二十五條選舉長一一於テ誤載ノ中立ヲ爱ケタルトャハ其ノ埋由及證憑ヲ審査シ必要ナル煬合 i ! 於“ K ハ申立人叉ハ被告 











































入ヲ爲奥審簡シ申立ヲ受ケタル日 nrj1 . 1 十日以內 一！之ヲ判定スへシ fr 誤載ナ 9 卜判定シタルトキハ直一一之ヲ匍除シ其 
ノ由ヲ被 iinA 所在地ノ町村畏スハ市長若ハ區長一一通知シ併セ rM 寧區內-一告示スへシ 
第二十六條申立人又.ハ被告人一一於テ選擧長ノ判足一一服セサルトキハ選寧長ヲ被告トシ钾定ノ .日ヨ9七日 r 內】一射審裁 
判所一一出訴 K ル rr トヲ得 ■ J .. 

第二十七廉始審裁判所=於テ前條ノ訴訟ヲ受取リタルトキハ他ノ麗ノ順序デ拘ーフス速=其ノ栽沖ヲ f ; 

第二十八條前條11於ヶル始審裁判所ノ義ハ議スルコトヲ許サス但シ大審5 dr ^ スルコ〇ヲ ㈣ — 

第1干九條選擧人名薄ハ夭月十五日ヲ以テき定期限 t 次年ノ調■"日： sw 亂い § け Ifj 2い；5^2 
■正スへキ乇ノハ選寧^'一一於テ其ノ言渡書ヲ受収 S タル時『リニ十^時內-一之ヲ改正シ其ノ^ i ヲ dtA 叉"被#人 P 在 

地ノ町村長又ハ市長若ハ區長 — 通知シ併セテ M 擧區內 一*告示スへシ 

第三十條選擧ノ投票ハ通常七月 I 日11之ヲ行フ伹シ衆議院解散ヲ命セヲレタルトキハ勑令ヲ以テ & lk€f ノ期日ヲ 
定メ少クト书三十 Hm 前一一热布スへシ 

第三十一條.投票所ハ町村役®叉ハ町^長ノ植{疋シタル場所 ti 於テ之ヲ設ヶ町和長之ヲ管却ス 
第三十二染一町衬二於テ選擊人少觀ニシーニノ投票所ヲ設クルーー号フサルトキハ數町村ヲ合 W スルコトヲ'令 
比ノ場4 mi 於デハ鄹畏ハ府縣知事ノ認可ヲ經テ合併ノ町村及役镙所竝 -1 投票所管规ノ町村長ヲ指定スへシ 
第三十三杂町村長ハ其ノ管理スル役票區威内11於ヶル選擊人中ヨ S 立曾人二名以丄五名以下ヲ定メ遲クトモ遝擊ノ期 
-日ヨ色二 Q 以前-一之ヲ本人-一通知シ選擊ノ赏日投票所1參會セシ A へシ 
立會入ハ芷當ノ事故ナクシテ其ノ職ヲ辭スルコトヲ销ス 

第七章投票 

第三十四條投票ハ午 r 七時一一対メ午後六時二終ル - ^ ^ 

第ーニ十五條投票函ハニ重ノ盖；ヲ造リニ il ノ编ヲ設ヶ其ノーハ町村提之ヲ管守シ其ノ！ハ立 tA 之ヲ 〆 ，パスへシ 
第三十丄貧町村#ハ投栗ノ初一一當-立脅人卜井ニー参會シタル選舉人ノ面前=於テ投西 S ヲ開午其ノ空虛ナルコトヲー^ 

スへシ 

第三十七條31犟人ハ選擧ノ當日本人自ラ役 M 所〗一至9選舉人名褪ノ對照ヲ經7-投察ズヘシ . 

第三^-八條投西爾紙ハ各府聯-^:一定ノ式ヲ m 井 M 擊ノ當日役^所-一於テ町；5?長ヨリ之ヲ各選擊人ーー交付スへシ 
選舉人ハ投県听11於テ投蔡刚眺一一被選人ノ性洛ヲ記載シ次二自，しノ性洛往所ヲ記3||シテ榆卬スへシ 
mfi 一十 L 彔選舉 At ! シデ文字ヲ書スル n 卜能ハサル由ヲ申立ツルトキハ [ nj 衬長ハ吏員ヲシテ代霜セシメ.之ヲ木人二讀 
ミ聞カセ捺印役藤セシメ其ノ由ヲ投 ! H 明細®一一記載スへシ 
第四十條二人以上ノ議 M ヲ選舉スへキ II 擊區一一於テハ^^投语ヲ用ウへシ 

第四十一條31舉人名薄二 E 諷セーフレタル#ノ外役西爪 X ルコトヲ褐ス ill シ遝黎人洛薄 一一 SE 1 載セヲルへキ裁判 一 n 渡#ヲ所 


官報號外 明适千二空肓十一 
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明治二十一一年二月十」日 




持シ選擧ノ當日投票所 一 一 至ル者アルトキハ町村長ハ投票用紙ヲ交付シ投票セシメ其ノ由7投票明細書二記載スへシ 
第四十二條投票終ルノ時期一一至 9 タルトキハ町村長ハ其ノ由ヲ告ケ投票函ヲ閉鎖スヘシ投票 iil 閉鎖ノ後ハ總テ投票 X 
ルコトヲ許サス 

第四十三條町村長ハ投票明細書ヲ作9投票-一關ルー切ノ事項ヲ記載シ立會人卜共二署洛スへシ 

第四十四條町村長ハ I 名叉ハ翳名ノ立會人卜共一一投票ノ翌日投票函及投票明細書ヲ併セテ選舉管理ノ鄹役所 X ハ市役 
所若ハ區役所1一遂致スへシ 

第四十五條一選置內=アル島峡-ーシテ前條ノ期限內 - 一霞函ヲ送致スルコト能ハサル證アルトキハ府縣知事ハ人 
名傅確定ノ日ヨ¢. 31 擧ノ期日マテノ間=於テ適宜一一其ノ投票ノ期日ヲ定メ選擧曾ノ期日マテ ー ー 其ノ投票函ヲ送致セシ 

ムルマトヲ得 

第八章 選 舉會 

第四十六條選擧會ハ選擧管理ノ鄹役所叉ハ市役所若ハ區役所-一於テ之ヲ開ク 

第四十七條選舉長ハ各投票所ヨリ參會シクル立會 A ノ中ヨリ柚■ヲ以 r 選舉委員三 名 以上七 名 以下 ヲ定ムへ シ 
第四十八條選舉長ハ投票函送達ノ翌日選舉委員立會ノ上各役票函ヲ開キ投票ノ總藪卜投票人ノ總數トヲ計算 K ヘシ若 
■ k 票卜投票人トノ總藪二差異ヲ生シタルトキハ其ノ由ヲ選擧明細書一一記載スへシ 
第四十九條總駿ノ計算ヲ終9タルトキハ選舉長ハ選擊委員卜井一一投票ヲ點檢ズへシ 
第五十條各選舉區ノ選舉人ハ其ノ選拳會一一參，觀ヲ求 A ル n トヲ得 
第五十一條左 II 掲クル投票ハ無効トス 

一選舉入名傅一一記載ナキ者ノ投票但シ裁判言渡書ヲ所持シタル U 依9投票シぶル者ハ此ノ限！一在ーフス 
二成規ノ用紙ヲ用并サルモノ 
H 選擧人自已ノ姓名ヲ記載セザルモノ 

四寶格ナキ被選人ノ姓名ヲ記載スルモノ但シ連名投 M 】一 列記スル人員中賨格アル者1一付テハ其ノ効アルモノトス 
五誤字叉ハ汚染德抹毁損-一依 S 記載スル所ノ M 擧人叉ハ被 MA ノ姓名ヲ認知スへヵラサル f ノ但シ通常ノ假名字ヲ 
用# X ハ m 字11係ルモ明 - I 其ノ性名ヲ認知スルコトヲ得ルモノハ此ノ限二在ヲス 
丄ハ第三十 A 條第二項-一規定シクル外他ノ文字ヲ記載レタル=&ノ伹シ被選人ノ指洛ヲ誤ラサル爲 -1 其ノ官位職業身分 
住所ヲ附記シ叉ハ敬 m ヲ用并夕，ルモノハ此ノ限一一在ヲス 

第^-十二條投票効カノ有無一一付疑義アルトキハ M 舉委員ノ意見ヲ聞キ選舉長之ヲ決定ス此ノ決定11對シテハ M 黎會場 
於テ異議ヲ申立ツルコトヲ得ス , . 

第五十三條無効ノ投票ハ抹線ヲ加へ其ノ由，ヲ選舉明細—記齲シー箇年間保存シ期限ヲ經過：ル後之ヲ燒棄ッヘシ 
聖十 S 條一役？シテ其ノ肇 K ヘキ定員ョ9多キ被選人ノ姓名ヲ懸シ t i ハ其ノ定員 fl 超 H t 入名ヲ朱 






































尾ヨリ除却スヘシ 

連名投票 It シテ其ノ選舉スへキ定員-一 M ヲサルトキハ現 d 記載シクル者ノミヲ評箅スへシ但シー人ノ性名ヲ馥記シク； 

ル者ハー人トシテ之ヲ計算スへシ 

第五十五條投票ハ六十日間鄹役所叉ハ市役所若ハ區役所11保存シ期限ヲ經過シタル後之ヲ蜣棄ッへシ 
第五- in ハ條選¥1關？訴訟叉ハ告訴告發アルトキハ笫五十三條第五十五條ノ期限ヲ經過スルモ裁判確定一】至ルマテ其 
ノ投西 g ヲ保存スへシ 、 

第五十七條選寧長ハ選寧明細書ヲ作リ選舉點撿一一關ルー切ノ事項ヲ記載シ選舉裘 in 卜廿-0一 署名シ之ヲ伢 Tf スヘシ 

第九章當選人 

第五十八條投票總數ノ最多數ヲ得タル者ハ之ヲ當 M 人トズ 

投票同數ナルトキハ生年月ノ長者ヲ以テ當選人トス同年月ナルトキハ袖籤ヲ以テ之ヲ定ムへシ 
第五十九條當選人定マ？タルトキハ選寧長ハ盧一一其ノ性名及投票ノ駿ヲ府縣知事=屆出へシ 
第六十條府縣知亭前條ノ屆出ヲ受ヶ々ルトキハ各當選人一一通知シ其ノ性名ヲ管內〗一告示スへシ 
第 六十一洚當選人 lir 選ノ 通知ヲ受ヶタルトキハ其ノ當 選 ヲ承諾スルヤ否ヲ府聛知事ーー屆出へシ j 
第丄ハ十二條一人ニシテ藪選擊區ノ當選人トナリタル者常選ノ通知ヲ受ヶタルトキハ何レノ選擧區ノ當選ヲ承諸スル旨， 

ヲ府縣知事11届出へシ 

第丄ハ十三條當選人其ノ府縣內一一在ル者ハ十日以內其ノ府縣外 S ル者ハニ十日以内-一霉_諾ノ屆 
ハ其ノ當選ヲ辭シタル乇ノト見做スへシ 

第六十四條當選人 f シテ其ノ霄選ヲ辭シ叉ハ期限內二其ノ當選ノ承諸ヲ屜出サルトキハ府知事ハ選擧ノ期日ヲ定メ 
其ノ選舉長一一命.ゾ再ヒ選舉ヲ行ハシムへシ伹シ第五十八條第一一項ノ場合一一於テ袖 ii 一一依リ常選ヲ得タル者其ノ谞選ヲ 
辭シ叉ハ其ノ承諾ヲ屆出サルトキハ抽籤一!依1周選ヲ失 b タル者ヲ以テ當選人卜定ムへシ 
第六十五條各 M 舉區ノ當選. A 確定.ゾタ i トキハ府縣知事ハ赏選證蒈ヲ付與シ及管內-一止口示シ鼓一一當選人ノ寶格ヲ錄シ 
テ內務大臣 n 具申スへシ 

第十章議員ノ任期及#闕選辭 

第六十六條議員ノ任期ハ M 筒年トス伹シ任期ヲ終9タル後仍 M 擧一一應.スルコトヲ得 

第六十七條議貴ノ闞員アルーー由リ内務太臣ヨリ補闞 M 擧ヲ開クへキ旨ヲ命セヲレタルトキハ府璐知事ハ其ノ命ヲ受ヶ 
タル H ヨリニ十日以内 I 一闕貝ノ M 泰區-1限リ臨時選擧ヲ行ヒ補闕議員ヲ選寧セシムへシ 
笫六十八條補__員ノ任期ハ前議属ノ任期一一依ル 

笫十一章投票所取締— _ I ^ 

官報鹅外 明治二十二年二月十一日 ニニ 
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1四 


第六十九條投票管规ノ町村長ハ投票所ノ秩序ヲ保持シ必要ナル場合-1於テハ警察官吏ノ處分一一付スルコトヲ得 
第七十條凡テ戎器叉ハ Ml 韻ヲ携帶スル者ハ投票所-一入ルコトヲ許サス 
第七十一條選擧人一一非サル者ハ投票所一一入ルコトヲ許サス 

第七十二條投票所一一於テニ切ノ演說討論及暄譟一一渉リ X ハ他人ノ投票ヲ勸誘スル n トヲ禁ス 

第七士二條投票所-一 於 テ秩序ヲ柰ル者アルトキハ町村長ハ之ヲ 警戒 シ其ノ命一一從ハサル トキ ハ之ヲ投票所 ノ外！ I 退出 

セシムへシ 

第七十四條投票所ノ外一一退出セシメタル者ハ犯罪者ヲ除ク外其ノ投票ヲ爲サシムル爲一一再ヒ投票所ノ內一一呼入ル、 n 
トヲ得 

第七十五條投票所 1一參曾シタル選舉人ーーシテ刑法叉ハ此ノ法律ノ罰則ヲ犯シ々ル者ハ役.票スルコトヲ禁シ其ノ姓名爭 
由ヲ 投票 明細#- 一記載 K へ シ 

第七十六條投票〗-關ル異議ノ申立一一付町村長ノ泱定一一對シテハ投票所-一於テ不服ヲ申立ツルコトヲ得ス 
第七十七條選擧管 m ノ鄹役所叉ハ市役所若ハ區役所一一於テ選攀會ノ參觀ヲ珉ムル者ハ總テ第六十九條ョ S 第七十三條 
一 一至ル！ M アノ例 一一照シ選攀長之ヲ處分 K へシ 

第十二章當選訴訟 

第七十八條各選舉區1於テ當選ヲ失1=身ル者當選人ノ當選ヲ無効トスルノ趣由 h 卩卜認ムルトキハ當選人ヲ被告トシ 
第六十五條一一揭ケタル當選 A ノ姓名告示ノ日ヨ i 二十日以內 -1 搜訴院11出訴スルコトヲ得 
其ノ期限ヲ經過シタル後出訴 K ルモ其ノ効ナシ 

第七十丸條原告人ハ訴訟狀卜井 一 f 保證金トシテ金三百圆スハ之一一相當ズル公債證書ヲ控訴院書記局-一預置クへシ 
笫八十條原告人败訴ノ場合=於テ裁判言渡ノ日ヨリ七日以內一一一切ノ裁判費用ヲ鈉完セサルトキハ保證金 m S 之ヲ 
揑余シ仍足ラサルトキハ之ヲ追徵スヘシ . 
第八十一條同ーノ當 3 SA 一!對シニ A 以上ノ原告人訴訟ヲ爲シ々ルトキハ控訴院ハ j ノ裁判言渡書ヲ以テ各訴訟 At 一宣 
告ズル コト ヲ得 

第八十二條審判中觀議院解散ノ命アルトキハ控訴院ハ其ノ訴訟ヲ棄却 K へシ 

笫八十三條原告人訴訟ヲ願下クルト.キハ同時一一其ノ由ヲ新聞紙叉ハ其ノ他ノ方法ヲ以テ怂告 K へシ 
第八十四條控訴院ハ當選訴訟ヲ審判スル1一當？本訴一一關係スル刑法叉 A 此ノ法律.ノ犯罪者一一對シ直 ！I 處刑ノ言渡ヲ爲 
ス n トヲ得但シ此ノ場合 ft 於テハ撿察官ヲシテ立曾ハシムへシ 

欝選訴訟-一關係セサル#合一一於ケル此ノ法律ノ犯罪者ハ所轄刑事裁判新二於テ之ヲ裁判ス 
第八十五條控訴院】 i 於テ.當選訴訟ヲ判定シタルトキハ其ノ裁判言渡菁.ノ謄本ヲ內務大 E 二遂付スへシ若萊議院開會ス 























ルトキハ#セテ之ヲ議長 11 送付 K へシ 

第八十六條當選訴訟1|付控訴院ノ裁判一一對シテハ大蕃院〗一上告スル n トヲ得 
第八十七條■訴訟ノ目的タル當選人ハ其ノ.裁判確定1一至ルマテ衆議院一一列席スルノ權ヲ失ハス 
第八十八條當選訴訟！一 付本章-一規定シクル P ノ、外總テ普通ノ訴訟手續一 t 依ル 
m 丁 三 - sd リ 

第八十 hi 槐齡醫所及其ノ他選舉資格 S 要ナル事項ヲ詐稱シ選擧人名？記載セヲレタ i ハ四圆以上四十 
圆以下ノ罰金一一 mK 

第九十條投票ヲ得叉ハ他人二投票ヲ得セシメ若ハ他人ノ爲 U 投票ヲ爲 K コトヲ抑止スルノ目的ヲ以テ直接叉ハ間接 
11金錢物品手形若ハ怂私ノ職務ヲ選舉人11授與シ叉ハ授與スルコトヲ約東シタル者ハ五圆以上五十圆以下ノ罰金-一處 

ス 

其ノ授與又ハ約束ヲ受ヶタル者亦同シ . 7— 丨_ 

第九十一條直接叉ハ間接 一 一 金錢物品手形若ハ公私ノ職務ヲ選攀人-一授與シ叉ハ授與スルコトヲが束シテ投票ヲ得 X ハ 
他人一一投票ヲ得セシメ若ハ他人ノ爲-一役票ヲ爲スコトヲ抑止シタル者ハ刑法第二百三十四條ジ例ヲ以テ論ス 
其ノ授與叉ハ約耒ヲ受ヶ投票ヲ爲シ叉ハ投票ヲ爲サ、ル者亦同シ 
第九十二條投票ヲ得叉ハ他人一一投票ヲ得セシメ若ハ他人ノ爲一一投票ヲ爲 K コトヲ抑止スルノ目的ヲ以テ選擧人-】暴行 
ヲ加へぶル者ハー月以上六月以下ノ輕禁錮ユ處シ五圓以上五十圆以下ノ罰金ヲ附加ス 
第九十三條選舉人1|#行ヲ加へテ投票ヲ得叉ハ他人-1投票ヲ得セシメ若ハ他人ノ爲】一投票ヲ爲スコトヲ树止シタル者 
ハ三月以上二年以下ノ輕禁錮二處シ十圆以上百圓以下ノ罰金ヲ附加ス 
第九十四條選寧人ヲ强逼シ叉ハ投票所若ハ選^會場ヲ M 提シ叉ハ投票函ヲ抑留毁壞若ハ劫奪スルノ目的ヲ以 テ 多萊ヲ 
嘯聚シタル者ハ六月以上二年以下ノ輕禁錮】一處シ十圆以上百圆以下ノ罰金ヲ附加ス 

其ノ情ヲ知テ嘯聚一一應シ勢ヲ助ヶタル潑ハ十五日以上二月以下ノ輕禁錮-一處シ三圆以上三十圓以下ノ罰金ヲ附加ス 
犯罪者戎器 X ハ Ml 器ヲ拂帶シタルトキハ各ボ刑一二等ヲ加フ 
第九十 1 涤選舉ノ I 管理 ^X ハ立曾人一一暴行ヲ加へ叉ハ暴行ヲ以テ投票所若ハ選舉曾爝ヲ騷接'ゾ叉ハ投票函ヲ抑留毁 
墙若ハ劫奪シクル者ハ四月以上四年以下ノ輕禁細〒處_ゾーー十 Ini 以上二百 11 以下ノ罰金ヲ附加ス 
犯罪者戎器又ハ兇器ヲ捭帯シ次ルトキハ各ボ刑一二等ヲ加フ ■ 

第九十六條多萊ヲ嘯聚シテ前條ノ罪ヲ犯シタル者ハ重禁獄-一處ス 

其ノ It ヲ知テ嘯聚一一應シ勢ヲ助ケタル者ハニ年以上五年以下ノ輕禁錮〗一處ス 
犯罪者戎器叉ハ B 器ヲ携帶シタルトキハ各ぐ本刑一二等ヲ加フ 
笫九十七^ m 說 X ハ新聞紙若ハ其ノ他.ノ文#ヲ以テ人ヲ教唆シ前三條ノ罪ヲ犯サシメタル者ハ刑法第百五條ノ例一一铳 
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ル其ノ毅唆ノ効ナキ者モ仍本刑-二一等叉ハ三等ヲ減シ處斷ス 
第九十八條戎器叉ハ兇器ヲ携帶シテ投票所若ハ選寧會場=入リタル者ハ三圆以上三十圆以下ノ罰金1一處ス 
第九十九條當選人一一於テ第八十九條ヨ S 第九十八條一 一 至ルマテノ刑 -1 處セヲレタルトキハ其ノ JEM ハ無効トス 
第百條他人ノ姓名ヲ詐稱シテ投票ヲ爲シタル者及第十四條侬リ選寧人タルコト.ヲ得サル者投票ヲ爲シタルト巾ハ 
四圆以上四十圆以下ノ罰金 11 處ス . 

第百一條前數條ノ罪ヲ犯シ禁錮以上ノ刑 tl 處セラレ叉ハ再ヒ罰金ノ刑11處セーフレタル者ハ三年以上七年以下選舉權及 
被選權ヲ停止 K 

第亘一條立曾入正當ノ事故ナクシテ此ノ法律11規定シクル義務ヲ缺クトキハ五圓以上五十圆以下ノ罰金 T 1 處ス 
第百三條本章-一規定シタル罰則ノ外刑法=正條アルモノハ各滅ノ條一一依 y 重キ11從テ處斷ス 
第百四條凡テ M 擧〖 I 關ル犯罪ハ丄ハ ii 月ヲ以テ期滿免除トス 
第百五條此ノ罰則ハ第十 U 早ノ各條卜井11投票所及選擧會墩一一貼示 K へシ 
第十四章補則 

第百六條市 VI 於テハー市ーニノ投票所ヲ設ケ此/法律一一規淀シタル投票及選寧ノ管理ハ市長兼テ之ヲ掌ルへシ 
第四條ノ場合一 I 於テハー選擧區ーニノ投票所ヲ設ケ此ノ法律 A 規定シクル投票及選舉ノ管规ハ區長兼テ之ヲ掌ルへシ 
第百七條#條ノ場合11於テハ市長叉ハ區長ハ其ノ管规スル選攀區内1一於ケル選舉 A 中ヨ9立^人三^以上七^以下ヲ 
定メ遲クトモ 311 擧ノ期日ヨリ三日以前一一之ヲ本人 I 一通知シ M 擧ノ當日 M 寧管理ノ市役所 X ハ區役所 f 一參會セシムへシ」 
立會人ハ投票一一立會 u 併セテ投票ヲ點撿 K へシ 
此ノ場合 i ! 於ケル選舉明細書ハ併セテ投票ノ寧項ヲ記載スへシ 
第百八條島司ヲ置ク地方11於テハ此ノ祛律 fl 規定シタル選擧長ノ職務ハ島罚之ヲ掌ルへシ 
m 百九條町村制ヲ施行セサル町村 fi 於テハ此ノ法律1規定シクル町村長ノ職務ハ戶長之ヲ掌ルへシ 
#;百十條選舉人 W 薄！！^ノ初年一一限リ所得税法施行以來第六條第八條11規定シ々ル鈉 ■ 額ヲ引續キ鈉完シ々ル者ハ其 
ノ納税資格ノ期限1一充ツルモノト见做スへシ 

第百十一條凇海道沖繩縣及小笠原萬一一於テハ將來一般ノ地方制度ヲ準行スルノ時)一至;3>マテ此ノ法律ヲ施行セス 
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朕樞密顧問ノ諮詾ヲ經テ會計法ヲ裁可シ之ヲ曷布セシ - 1 

御名御璽 

明治二十二年二月十一日 































內閣總1 5 大臣 
讎密院議長 
外務六臣 
海軍大臣 
農商務大臣 
同 法 大臣 
大藏大臣兼内務太臣 
陸軍大臣 
文部大臣 
遞 信大臣 


伯爵黑田淸廳 
伯爵伊II傅文 
伯爵太隈重信 
伯爵西鄕從道 
伯爵井上馨 
伯爵山田顯義 
伯爵松方正義 
伯爵火山巖 
子爵森有禮 
子爵 M 本武操 


法律 第 四 號 
會計法 

笫 I 章總則 

第一條政府ノ會計年度ハ每年一 F 月一日一一始マ y 翌年三月三十一日一一終ル 

一會計年度所屬ノ歲人歳出ノ出納】一關ル事務ハ M 年度十一月三十日マテーー悉皆完結スへシ 
第二條租税及其ノ他一切ノ收納ヲ歲人トシー切ノ經费ヲ歲出トシ歲入歲出ハ總豫箅 - 編人スへ 
笫三條各年度二於テ決定シ tls 赀ノ定額ヲ以テ他ノ年度1一獨スヘキ經？一充ッルコトヲ得ス 
lmra 條各官廳二於テハ法律刺令ヲ以テ規定シクルモノ、外特別ノ資金ヲ有スルコトヲ得ス 

第二章豫箅 

第五條歲入歲出ノ總豫算ハ前年ノ帘國議 1 r 集曾ノ始-一於テ之ヲ提出スへシ 
笫六條歲入歲出ノ總豫算ハ之ヲ經常臨時ノニ部一一大別シ各部中-一於テ之ヲ款項一一區分スへシ 
緦豫算一ーハ帝國議會參考ノ爲一一左ノ文書ヲ添附スへシ 

第一各省ノ豫定經費要衆#伹シ各項中各目ノ明細ヲ記人スヘシ 
第二其ノ年三月三十一日1終 U タル 1 r 計年度ノ歲入 m 出現計® 

第七條豫算中 ti 設クへキ豫備費ハ左ノニ項=分ッ 
第一豫備金 
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明治二十一一年二月十 一 


三六 


第二豫備金 

第一豫備金ハ避夕へ * ヲサル豫算ノ不足ヲ補フモノトス , 
第二豫備金ハ豫算外一一生少クル必要ノ费用一一充ツル P ノトス 
第八條豫備金ヲ以テ支辨シタルモノハ年度經過後帝國議會 H 提出シ其ノ承諾ヲ衆么ルヲ要ス 
第九條每年度大藏省證券發行ノ最高額ハ帝隨議會ノ協贊ヲ經テ之7定ム 

，第三章收入 . 
第十條粗稅及其ノ他ノ歲入ハ法律命令ノ規程11從 h 之ヲ微收 K へシ 

祛律命令一一依5當該官更ノ資格アル者11非サレハ粗稅ヲ徵收シ叉ハ其ノ他ノ歲入ヲ收納スル n トヲ得ス 
第®章重出 

第十一條每會計年度一一於テ政府ノ經费一一充ツル 所ノ 定額 ハ 其ノ年度ノ歲入ヲ以テ之 ヲ支辨 K へシ 
第十二條國務大臣ハ豫箅 r 一定メタ 1 目的 ノ外〗 一定額ヲ使用シ叉ハ各項ノ金額ヲ彼此流用スル rr トヲ得ス 
國務大臣ハ其ノ所管-一蜀スル收入ヲ國摩 1J 鈉ムへシ直 tl 之ヲ使用 K ルコトヲ得ス 
第十三條國務大 5 其ノ所管定額ヲ使用ス ル 爲-一國車一一向ヒテ壮拂命令ヲ發スへシ但シ别一一定 t 所ノ 規程 11 從ヒ他 
ノ官吏一一委任シテ仕拂命令ヲ發セシムルコトヲ得 
第十四條國摩ハ法律命令一一反スル仕拂命令】一對シテ仕拂ヲ爲 K n トヲ得ス 

第十五條國務大臣ハ政府11對シ正當ナル债主若ハ其ノ代规人ノ爲 n K ルーー非サレハ仕拂命令ヲ發スル n トヲ得ス 
左ノ諸項ノ經费一 I 限 V 國務大臣ハ主任ノ官更一1姿任シスハ政府ノ命シタル銀行二委任シテ現金支拂ヲ爲サシム i 爲11 
現金前渡ノ仕拂命令ヲ發スルコトヲ得 
第一國債ノ元剎拂 
第二軍 M 軍艦及官船一1壩スル經費 
第三在外各廳ノ經费 

第四 前項ノ釙總テ 外國一一 於テ仕拂ヲ爲 K 經 費' 

第五運輸通信ノ不便ナル內國ノ地方一一於テ仕拂ヲ爲ス經費 
第六 M 中常用雜费 f ンテー箇年ノ總費額五百圆一3滿タサルモノ 
第七場所ノー定セサル事務所ノ經費 

第八各鱺-一於テ直接一一從事スルエ爭ノ經費伹シー主任官一一付三千圓マテヲ限ル 
第五章決算 

第十六條曾計撿査院ノ檢查ヲ經テ政府ヨリ帝國議會一一提出スル總決算ハ總豫箅卜同てノ樣式ヲ用井左ノ亊瑣ノ計算ヲ 
















































明記スへシ 

歲入ノ 部 
歲入豫算額 
調定濟歲人額 
收人濟歲入額 
收入未濟歲入額 
歲出ノ部 
歲出豫算額 

豫算決定後增加蒇出額 
仕拂命令濟歲出額 
费年度 MM 額 

第十七條前條ノ總缺 fl ハ會計撿査院ノ檢査報告卜俱一】左ノ文罄ヲ添附ス 
第一各省決算報告書 
第二國債計算書 
第三特別會計計算醫 
第六章期滿免除 

第十 A 條政府ノ負債 一7.ゾテ其ノ壮拂フヘキ年度經過後 ixfi 年內二債主ョ卩支出ノ m 求若ハ仕拂ノ前求ヲ爲サ 'ルモ 
ノハ期滿免除トシテ政 Jt ハ其ノ義務ヲ兔ル、モノトス m シ特別ノ法律ヲ以テ期滿免除ノ期限ヲ定メタルモノハ各其 
ノ定ムル所一一依ル 

第十九嫌政府-一鈉ムへキ金額一一、ゾテ其ノ鈉ムへキ年度經過後 is 五 ii 年内一一上鈉ノ告知ヲ受ヶサルモノハ其ノ義務ヲ免 
ル、モノトス伹シ特別ノ法律ヲ以テ期滿免除ノ期限ヲ定メタルモノハ各其ノ定ムル所二依ル 

第七章歲計剰餘定額繰越豫算外收入及定額戻入 
笫二十條各年度一一於 テ蒇計ー ー剩餘 ァルトキ ハ其ノ翌牢度ノ歲入-一繰入ルへシ 

第二十一條豫箅-一於テ特11明許シクルモノ及一年度內一一終ルへキエ亭 X ハ製造 n シテ避クへ力？サル爭故ノ爲=事業 
ヲ遲延シ年度內一 t 其ノ經费ノ+乂出ヲ終ヲサ9シモノハ之ヲ翌年度-一繰越シ使用スルコトヲ得 
第二十二條數年ヲ期シテ竣功スへキエ學製造及其ノ他ノ事業 f ンテ§费トシテ總額ヲ定メ t モノハ#郎度ノ仕拂 
殘額ヲ竣功年度マテ S 次繰越使用スルコトヲ得 ご 
第二十三條誤拂過渡卜 T タル金額ノ返鈉出鈉ノ完結シ i 年度5スル收入及其ノ他一切豫算外ノ收入 S テ現年 
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三七 
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三八 


度ノ歲入-一組入ルへシ伹シ法律勅令-一依 s 前金渡概算渡繰#拂ヲ爲シタル場合一一於ヶル返納金ハ各ノ z ヲ仕邨 b 々 
經費ノ定額一一戻入ル、 n トヲ得 

第八章政府ノエ爭及物件ノ賣買貸借 

第二十四條法律勅令ヲ以テ定メタル場合ノ外政府ノエ亊叉ハ物件ノ賣買贷借ハ總テ公告シテ競爭=付スへシ IHU 左ノ 
場合一一於テハ競爭一一付セス隨意ノ約定一!依ル n トヲ得へシ 

第一 一人叉ハー會社=テ專有.スル物品ヲ買入レ叉パ借入ル、トキ 

第二政府ノ所爲ヲ祕密11スへキ場合一一於テ命スルエ事叉ハ物品ノ賣賈赞措ヲ爲 K トキ 

第三非常急遽ノ際エ爭叉ハ物品ノ買入傦人ヲ爲スーー競爭一一付 K ル暇ナキトキ 

第 四 特種ノ物質 叉 ハ 特別使用 ノ 目的ァル 11 由 リ生產製造ノ 場所 叉ハ 钜產着 製造者ョ S 直接-一#;品ノ買人ヲ要スル 
トキ 

第五特別ノ技術家11命スル11非サレハ製造シ得へ力|フサル製造品及機槭ヲ買 A ル、トキ 
第丄ハ土地家屋ノ買入 X ハ借入ヲ爲ス -1 當？其ノ位置叉ハ構造等一一限ァル場合 
第七五百圆ヲ超 H サルエ事叉ハ物品ノ買入惜入ノ契約ヲ爲ストキ 
第八足積價格二百圆ヲ超エサル動產ヲ賣拂フトキ 
第九軍 ill ヲ買入ル、トキ 
第十軍馬ヲ賈入ル、トキ 

第十一試驗ノ爲=工作製造ヲ命シ叉ハ物品ヲ買入ル、トキ 

第十二慈惠ノ爲 - I 設立 セル 救育 所ノ 貧民 ヲ 傭役シ及 其ノ生産 X ハ 製造勿品 ヲ直接 I 一 買入ル、トキ 
第十三囚徒ヲ傭役シ叉 ハ 囚徒 ノ製造 物品 ヲ 直接11買入ル、 トキ 及政府 ノ設立 -I 係 ル農工 業揚ョ S 直榇11 其ノ生産 
叉 ハ 製造^品フ買人ル、 トキ 

第十四 政府ノ設立 シクル農工業■場 叉ハ慈 邁教育 =係 ル 各所ノ生産製造物品及 ra 徒ノ製造物品ヲ賣拂フトキ 
第二十五條軍艦 兵器彈藥ヲ除ク 外エ爭製造叉 ハ 物件 買入ノ爲 1 j 前金 沸ヲ爲ス n ト ヲ得ス 
第九摩出納官 Bg 

第二十丄ハ條政府ーー屬スル現金若ハ物品ノ出納ヲ掌ル跅ノ官吏ハ其ノ現金若 ハ 物品 1一 付 I 切ノ 責任 ヲ員ヒ會計 撿查淀 ノ 
撿查判決ヲ受クへシ 

第二十七條前條ノ官吏水火盗®叉ハ其ノ他ノ事故11由リ其ノ保管スル所ノ現金若ハ物品ヲ紛失毁獎シタル場合一一於テ 
ハ其 j ^ L F li 5 上避ヶ得ヘか7サリシ亊實ヲ官 M 檢查院二證明シ實任解除ノ判決ヲ受クル」一非サレハ其ノ«擔ノ實ヲ兔ル 

ル n トヲ得ス 

第二十八條現金Xハ物品ノ出鈉ラ掌ル11付 f 兀保證金ヲ鈉メシムルコトヲ要スルモノハ刺令ヲ ];[ クア之ヲ定 < へシ 
第二十九條仕拂命令ノ職務ハ現金出鈉ノ職務卜相兼5¢ル rr トヲ得 K 


ル 


. 



























第十章雜則 r 
笫三十條特別ノ須要一一因リ本法=準攄>>難キモノアルトキハ特別會計ヲ設置スルコトヲ妒 

特別會計ヲ設置スルハ法律ヲ以テ之ヲ定ムヘシ 
笫三十一條政府ハ國璐金ノ取扱ヲ日本銀行 U 命スル n トヲ得 
第十一章■附則 

第三十二條本法ノ條項带國議會一一關渉セサルモノハ明治二十三年四月 一 m ヨリ施行シ其ノ關渉スルモノ 
會ノ時ヨリ施行ス 

決算一一係ル條項ハ帝國議會ノ議定ヲ經タル年度ノ歳計ヨ？施行ス 
第三十三條本法ノ錄瑣卜 © 觸スル怯令ハ各彳其ノ條項施行ノ日ヨ9廢止 K t ^, _ 


〇勑令 


脱大日 本帝阈 憲法ノ明文 一！侬リ樞 密顧間 ノ諮詢ヲ經テ 貴族院令ヲ發布 ス此ノ 勅令ヲ貫施スルノ時期ハ朕力更二命スル用 

11^ルへシ 


御名御璽 


明治二十二年二月す一日 


內閣總理火臣 
樞密院議長 
外務大臣 
海軍大臣 
農商務大臣 
司法大臣 
大藏大臣兼內務大臣 
陸軍大臣 
文部大臣 


伯爵黑田淸隆 
伯爵伊藤傅文 
伯爵大隈 ® 信 
伯爵西鄕從遒 
伯爵井上翳 
伯爵山田顯義 
伯爵松方正義 
伯爵大山巖 
子爵森有禮 



官報號外 明迨1十二年こ月十一 


三九 



































明治二十二年二月十 一 日 


四0 


遞信大臣子爵榎本武揚 

勑令第 十一 號 

貴族院令 ？ 

第一條貴族院ハ左ノ議員ヲ以テ組織ス 
一皇族 
二 怂侯爵 

三伯子男爵各 K ノ同爵中ヨ9選舉セヲレタル者 
四國家ーー饊勞ア ® 又ハ學識アル者ヨ S 特一一勅任セ7レタル者 

五各府聯二於テ土地或ハエ業商業 n 付多額ノ直接國税ヲ納ムル者ノ中ヨ s j 人ヲ互選シテ勅任セヲレタル者 
第二條皇族ノ男子成年=達シタルトキハ議席-一列ス 
第三條公候爵ヲ有スル者潞二十五歲-一達シタルトキハ議員タルヘシ 

第四條伯子男爵ヲ有スル者 n シテ滿二十五歲11達シ各，其ノ同爵ノ選一一富9タル者ハ七箇年ノ仕期ヲ以テ議員タルへ 
シ其ノ選攀〗一關ル規則ハ別】一勅合ヲ以テ之ヲ定ム ■ 

前項議員ノ藪ハ伯子男爵各ぐ M 鈒ノ五分ノー ヲ超過スへガ？ス 
第五條國家二働勞ア9叉ハ學讖アル.滿三十歲以上ノ男子ニシテ勅任セ7レタル者ハ終身議員タルへ'> 

第六條各府 Mn 於テ滿三十歲以上ノ男子一ーシテ土地或ハエ業商茱一一付多額ノ直接固税ヲ納ムル者十五人ノ中ョ？一人 
ヲ互選シ其ノ選一一當9刺任セヲレタル者ハ七箇年ノ任期ヲ以テ議員タルへシ其ノ選奉〗一關ル規則ハ別二刺令ヲ以テ之 
ヲ定 A 

第七條國冢一一勳勞ア9 X ハ學識アル者及各酑縣1一於テ土地或ハエ業商業 fi 付夕 i ノ直接國税ヲ納ムル者ヨ W 勅任セヲ 
レタル議員ハ有爵議员ノ藪一一超過スル n トヲ得ス 
第八條貴族院ハ天皇ノ諮詢二應へ華族ノ特權一一關ル條規ヲ議決ス 

第九條貴族院ハ其ノ議員ノ寶格及選舉一一關ル爭 m ヲ判決ス其ノ判決-一關ル規則ハ貴族院二於テ之ヲ議定シ上薺シテ截 
可ヲ請フへシ 

第十條議員一ーシデ禁錮以上ノ刑一一處セヲ V 叉ハ身代限ノ處分ヲ受ケタル者アルトキハ勑命ヲ以テ之ヲ除名スへシ 
貴族院一一於テ懲罰-一由9除名スへキ者ハ議長ヨリ上奏シテ刺裁ヲ謂ブへシ 
除名セヲレクル議員ハ更=勅許アル11非サレハ再ヒ議員トナルコトヲ得ス 
第十二條議長副議長ハ議員中ヨリ七箇年ノ任期ヲ以テ ii 任セヲルへシ 

被選議員ニシ r 議畏叉ハ副議長ノ任命ヲ受ケタルトキハ議員ノ任期間其ノ職二就クへシ 
第十二條此ノ刺令 i ムル乇ノ、外ハ總テ議院法メ條規 - i 依ル 
第十三條將來此ノ勑令ノ條項ヲ玫正シスハ增補スルトキハ貴族院ノ議決ヲ經ヘシ 































11 : 
J 


號外 


明治二十一一午一一月 - H 日月曜日內 ffl 宫報 M 


0勒令 


朕葱法ヲ發布スルニ茴リ此盛 興 ヲ表シ惠澤ヲ施サレ カ爲- 一特一一命シテ 左ノ條 項11依リ大赦ヲ行 

御名御璽 


明治二十二年二月十一 日 

內閣總规大臣 
樞密院議長 
外務大臣 
海軍大臣 
農商務大臣 
茼法大臣 
大藏大 S 兼內瀲大臣 
陸軍大臣 
交部大臣 
遞信大臣 

刺令第十二號 、 

第一條本令發布以前一一於テ左ノ罪ヲ犯シタル巷ハ之ヲ赦免ス 
一刑法第百十七條第百十九條ノ罪 

二刑法第百一一十〖條第 百二十 :-條第 W 二十 五條 笫百二十六條 m 百二十 七 條ノ罪 
三刑法第百二十九條第 W 三十條第百三十一條笫 W 三十二條第百 H 1 十三條 m 百三十 ra 條ノ罪 


伯爵黑田淸隆 
伯爵饼藤描文 
伯爵大隈重信 
伯爵西鄕從道 
怕爵并上_ 
伯爵山田顯義 
伯爵松方正義 
伯爵大山巖 
子®親有禮 
子爵 M 本武揚 


官報號外 明治二十二年二月十一日 
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四刑法第百三十*條第百三十七條第否三十八條ノ罪 
玉刑法第百四十一條ノ罪 

六陸刑法第五十條第五十三條第五十四條第五十 is : 條第五十六條第五十七條第五十八條第五十九條第六十條第六十 
一條第六十二條第六十三條第六十 M 條ノ罪 



七陸軍刑法第六十六條第六十七.條ノ罪 
八陸軍刑法第六十九綠第七十條第七十一條ノ罪 
九陸軍刑法第九十三條第九十四條ノ罪 
十陸軍刑法第百九條第百十鲦ノ罪 

十一海軍刑法第五十六條第五十九條第六十條第六十一條第六十二條第六十三條第六十四條第六十五條第六十六條第 
丄ハ十七條第 H ハ十八條第六十九條第七十條笫七十一條ノ罪 
十二海軍刑法第八十六條第八十七條ノ罪 
十三海軍刑法第百條第百一條ノ罪 
十四海 m 刑法第百十條第百十一條ノ罪 
十五海軍刑法第百二十丄ハ條ノ罪 
十六保安條例ノ罪 
十七集會條例ノ罪 

十八治安ヲ妨害スルノ目的ヲ以テ爆? S 物収締罰則ヲ犯ス罪 

十九新聞絨條例第二 t 一條第二十二條 - 違 h 第三十條第三十一條一一 a - ル罪及 h 第三十二條ヲ犯 K 罪伹第三十條-一該 
ル者ノ內風俗ヲ壞亂スルカ爲メ懸 !:■ 布ヲ禁セラレ々ル新聞紙ヲ a 賣頒布ジタル者ハ赦免セ X 
政治一一關ズル憩思ヲ以テ同條例第一條第三條一一違ヒ笫二十七條 fl 該ル罪及 h 第十六條第十七條笫十八條一一違 b 
第二十九條一一該ヤ罪 

二十出版條例第十六條第十七條第十八條一一違ヒ第二十七條】一該ル罪及 b 第二十四條ヲ犯ス罪但第二十七條ーー該ル者 
ノ內風俗9壞亂スルガ爲メ ais ^ 布ヲ禁セヲレ J ? ル文書圖畫ヲ發布シタル者ハ赦免セス 
政治-一關 K ル意思ヲ以テ同條例第三條一一違ヒ第二十一條一一該ル罪第六條第七條ーー違 h 第二十二條第二十三條一一 
該ル罪及 b 第十五條第十九條第二十條一1連 b 第二十七條〗一該ル罪 
第二條舊法1一依9處斷セヲ.レ J 7 ル罪卜雖一?其性質前條11記載シクル罪卜同ーナル者ハ之ヲ赦免 K 
¥一條.藪罪俱發例 n 依-處斷セヲレ t 者#重ノ罪赦免ヲ得タル場合卜雖モ他ノ―一 其効ヲ及ホサス 
第四條赦免ヲ得ルト雖モ旣二徵收シタル罰金科料及ヒ沒收シタル物件ハ還付セス 

籤五條陸軍大臣海軍大15司法大臣ハ本令ノ施行-一關シ必要ノ摺揮ヲ爲ス可シ 」 



















































〇訓令 


陸軍省訓令甲第一一龊 

谷師豳及廳府縣除班京 J ^ 

勅令第十二號_一依 V 施行手續相定候條右手辎 n 據 V 施行 K 可シ 

明迨一十二年二月十一日 陸»大臣伯舊太& 

大赦施行丰績 

第一飾勅令第十二號第一條1 1 記載スル罪ヲ犯シ^ル者ハ旣 - I 判決ヲ經タル 
卜否トヲ問 A ス又旣】一刑ノ執行ヲ終ハ V タルト®トヲ則クス總テ赦^;ヲ得 
■ル漭トス 

第二焦赦免ヲ得ヘキ罪二付ャ刑ノ宣街ヲ$ヶ共«行ヲ終 f サル露戍映 i 
一一在ルトキハ監獄長裁判宣告ヲ爲シクル®法#諏ヲ篮轄スル師 M 張若ク乃 
旅團長-一申報シ陸軍裁判所若タハ軍圃裁判所ーー於テ裁判宣告ヲ爲シクル书 
ノハ第一師 II 長-1申報 X 可シ 

観金ノ宣街ヲ受ケ未夕納完サん者アルト辛ハ g 事長官ノ認可ヲ极赦免ヲ 
得.タル旨？本 A 二通知 K 可 V 

第三條赦免？得へキ者衞 M 監獄以外ノ監賴3 i 在ルトキ>\司獄官前條」〖記載 
V クル長官. il 申報 K 可シ .〆 
赞四©■赦免ヲ得《今者観出獄ヲ許サレ费內一一在ルトキハ所顧隊長第一贿一 I 
記載シタル長官一一申報ス可レ 

第五條赦篼ヲ得ヘキ罪 K 付キ監 M 若クハ特別監視執行中ノ潑ハ執行地ノ替 
察官第一條1 1 記載-ジタル長官 i 一 申報 K 可シ 
第六 i 姉圈長旅搠提前 f 11記載シタル申報ヲ受ヶク i トキハ理事〖 I 付シ 
其調査ヲ爲サシメ M 免ヲ得タル tj 付キ釋放 K ヘキ旨ヲ1知 K 可シ 
第七條赦免ヲ得 < キ罪〖一#キ審叫若クハ判決-一著手中ノ者 <陸眾治 S 11 法11 
從じ免訴ノ處分ヲ爲ス可シ 

第八1#罪俱發刺11依 y 處撕セラレクル者若ク <微罪併科 fe ラレ若クハ刑 
1限內再ヒ罪ヲ犯3/刑ノ宣吿ヲ受ケクル«現-|執行ヲ受ケタル罪ノ赦免ヲ 
得夕ご一因 yH 一一赦免ヲ得サル#ノ刑ヲ執行 K f キトキパ赦免ヲ得タル那 
一一付キ M 行シタ~刑ヲ通算 K 

前項ノ埸分 _ t 於 Ikmtl # 行 k ヘキ刑期金顏裁判宣吿费 -1 凝黯ァルモノ>^理 

事訴訟# «fi 及ヒ剌證等ヲ調度 i / 長官ノ腮可ヲ得刑期金紐ヲ定ム可シ 

第九嫌勑分 m 十二跳 if 照； N 治安ヲ妨害 K ルノ目的11出テ若クハ政治 il ® ス 

ル意 sit 出 Ik タル等ノ區训ヲ密辨ス， f キ犯罪=付テハ理事 -1 行シク~新聞 

紙叉ハ出版シ^ル^©|1劭ノ性質其他裁判宣吿#二記載シクル事货ノ揽糨 

一一因 P 之ヲ变定 K 可シ 

笕十痛師園#旅阁長大®:ノ施行-一付キ疑燄ァル > キハ陸軍火臣一一具狀シテ 

指撣ヲ Isi フ可シ . 


第十一條遠隔ノ地ヨリ太 Kfi 官一一鹅諌若クハ申報ヲ爲5/-及 b 長官溢 ®- ml 
一一通知スルトキ J ' lm 報.ヲ用ユ可1ン但電報11テ事情ヲ瀚クス能ハサルモノ乃 
此限一一在ラス 

第十一一條大赦施行ノ處分ヲ猗レクル漭ハ第1條 【 t 記®シクル畏官11申報ス 
可シ長官ハ之ヲ_軍- K 臣ーー 申報ス可シ 

第十三嫌 M 免ヲ得 f キき符キ刑ノ言渡ヲ ® ヶ旣二栽行ヲ終ハリタル若 m 
y * 見 ヲ得タ ル ノ證明ヲ Is フ トキハ® 翦 舐贯ヲ調 蜜ツ長官 ノ認 可 ヲ得 §s 明 
ヲ與フ可シ 

- -I 11--1―,— ti 

悔 i 訓令第一就 

横須贺鎭守府切令長官 
廳府縣5 

1令第十二璐第五_ =依-^施行#緝和觉^^右孚續一！依卩施行ス可シ 
明治二十 I 1年二 M 十一日 海 W 火臣伯爵西鄕從道 

大赦施行手續 

第一條勅分第十二號第一條一一祀1ス~罪ヲ犯 i クル者ハ旣1 f 判決ヲ經タル 
卜 S トヲ問バス叉旣二刑ノ%行ヲ終 y タル-- t 行トヲ別クス總デ赦免ヲ得ル 
者トス 

第二«赦免ヲ得「年罪！一付刑ノ宣 * ヲ受ヶ其執行ヲ終へサル者海軍監議二 
在ルト中ハ監獄1_須©鑷守府司令長官二申報ス可シ 
S 3 金ノ宣告ヲ受ヶ来ク納完 t サル者アルトャハ主理同司令長官ノ認可ヲ得 
赦免ヲ得タル冒ヲ本 A 11 通妯 k 可1/ 

第三條敝免ヲ得；罪1一付海瑶法衙二於テ刑ノ.宣吿ヲ4クル者海軍部外ノ 
監獄一一在ルトキハ司獄官横瑣貧 M 守府罚令長官一一申報 k 可レ 

第四條赦免ヲ得 < キ若®出 ii ヲ許サレ暇船您内-1在ルトャぐ M 船營長共所 
屈-3令長官若ク《司令官一一申報ス可シ 

旬^長官若クハ S )* 官ハ他ノ罚分長官若ク<11令官管_ノ®法 tm - f 於 ' r 
刑ノ宣吿ヲ璐シメ 9者 一一 係/ vh ^ J %* Mf ^^^> AfJ < H^】ltmKWv 

第五條赦免ヲ得ヘャ罪一一付監齪若クハ特別 1 M * 行中ノ若ハ執行地ノ氍察 
官揽領贺撾守府司令提官-一申報ス可シ 

第六條 tM 贺 S 守府罚脅#官前寵二記®シ点ル申報ヲ受ケ^ルトキハ主 
S ! 二付シ其調盘ヲ爲サシメ触免ヲ得タル旨ヲ通細ス可シ 

第七條赦免ヲ■得へキ fl 付稍|«1若クハ判决|一萌手中ノ费ハ海®治罪法〖一從 
ヒ免訴ノ處分ヲ爲ス可シ 

第八 il 數邪俱發例1依 y 處晒 1 i ラ V タル潑若ク <溉罪併科 ia ラレ若ク乃 
期限内洱ヒ罪ヲ犯ジ刑ノ宣许ヲ受ケタル者现11軌行ヲ!2ケタ~罪ノ赦绝デ 
得^ご l 0 ym -1 献免ヲ得サ ; l / p ノ刑ヲ執行スヘキトキハ赦见ヲ掛タル P 
益行シタル刑ヲ通 m ス 


礙外 明治二十二年二月十一日 


一- 
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ラレ若クハ p I 

々罪ノ赦绝デ1 

1 L 
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官報號外—明治二十二年一百十一日 


四 


前頃/曝合1於 ri £51# 行ス f キ刑期金額裁判宣吿書ユ疑鼎ァルモノハ主 
理訴訟番燉及ヒ飼證第ヲ調査シ司令長官/認可ヲ得刑期金額ヲ定ム可シ 

第九銪勅令第十二號一一照ジ治安ヲ妨害 k ルノ目的-1出テ若クハ政治一 i 關ス 
- 意思11出 r . クル等ノ區别ヲ審辨スヘキ犯罪二付テハ主理體行レタル新聞 
.紙又ハ出版ジタル文#11®ノ性贺其他裁判宣告書-一記職シタ /V 事實ノ摸樣 
|一因 y 之ヲ査定 K 可シ 

第十條司令長官若クハ司分官炎赦ゾ執行'1付疑_ァ~卜_ハ海軍大臣1一具 
5 ss /1 k 指揮ヲ請7可3/ 

第十一條：^條1一依 y 大臣5]令長官若クハ铒令官=申報シ及ヒ司脅長官 H 
免' g 遠隔ノ地一 t 通知 K ルトキハ®報ヲ用ユ可シ伹其事情ヲ悉ク K 能ハサル 
f ノハ此吸--在ラス 

第十二條太赦執行ノ處分ヲ鎔レクル者ハ横須贺鎮守府司令長官11申報ス可 
シ司令長官ハ之ヲ海箪大臣31申報 K 可シ 

第十三條赦免ヲ得ヘキ罪-一付刑ノ言 i « ヲ受ケ旣二埶行ヲ終 V こ者ヨ y 赦 
免ヲ得タル旨ノ諼明ヲ請フトキハ主理事實ヲ調査シ罚令長官ノ認可ヲ得證 
明ヲ與7可シ 

司法省訓令第三龊 


I 長檢事廳府 M 1 随1 
ノ爝公布相成候1付テ《右施行方左ノ手續 -1 從 


司法大臣伯爵 W 田翮黐 


本年勅令第十二號ヲ以デ大鼓 

フ< V 

明治二十二年二月十一日 
大_施行手續 

第一 t 木年勅令第十二號二依 V 赦免ヲ得 < キ罪ヲ犯シタル者ハ旣二判決ヲ 
經タルト否卜？問ハ K 又旣一一刑ノ執行ヲ終 y 夕 /V 卜否トヲ別タス總テ赦免 
ヲ得 A ^ 者トス 

第二條 it 免ヲ得へセ罪〖一付刑ノ言渡ヲ受ヶ其言渡未夕碴定12サル者言渡蹿 
定ス)モ来夕其執行1手セ t - ル者及じ其執行中二係/ U 者-一對シ T ハ原裁 

判所ノ檢察官ョ y 速二赦免ヲ得クル旨ヲ通知シ在盟中ノ索ハ之ヲ放免ス< 

第三條獻罪俱發阅ユ依 y 處斷 - ts ラレタル若若クハ數罪併科セラレニ者又 

ハ刑期限內再 b 罪ヲ犯シ刑ノ言渡ヲ受ヶタル潑献篼ヲ得クルニ因 ys 一一赦 

篼ヲ得サル罪ノ刑ヲ執行 K ヘキトキハ赦免ヲ得タル#一一付執行シ声ル刑ヲ 

蜃ス 

? ii 例-一？處？ &者-裁判言渡|1疑黙?1_巧||: 

:! 1哪 f 找 f 齡郭 T ルト1喉察官ョ y 刑ノ言渡ヲ爲 V t 裁 

判所$其說明ヲ箭フ < シ 

第四_赦趾ヲ得ヘキ囚人原裁判所ノ管轉地外ノ監獄 -1 在/ V 1 卜’乃典獄ヨ？ 

最近/始帮裁判所 (t 娜散)檢察宫=通細スヘシ 

通知ヲ受ケ^^ハ第二條ノ處分ヲ爲 K ヘシ若ン其 EA ノ_判言渡【一 

付 S - 裁判所ノ說明叉ハ< 訟番 m ノ顶蒯ヲ耍レ1“3處分ヲ烯シ«キ場 <已一於 



尹ハ其事件ヲ原裁判所ノ檢察官二送致 K C シ 

通 S ヲ受ケタ/ U 檢寮官第二綠ノ處分ヲ爲シ^ルトキハ其旨ヲ原裁判所ノ檢 

察官一一通知スヘシ , 

第五條級兔ヲ得ベキ罪 -1 #1戚又ハ特別監視執行中ゴ係ル者ハ#行地ノ铋— 
寮官ョ y 原裁判所ノ檢察官_1通知 K ごゾ若 r > 其執行地原裁判所ノ管轄地外 J 
S ルトキハ最近ノ#-辭裁判所^梭察宫一一通知：シ 
通知ヲ受ケタル讓官 JV 監視叉ハ特別監視ヲ免スニノ手續ヲ爲スヘシ 
第六條赦免ヲ得 f キ罪二付豫蓰叉ハ公判中二係ル事件„〖讨テ J \ 檢髮 BKf 

t :! 1 ^ Is ?? 子又 A 訴 sf フ手 f f ミ 

第七條触篼ヲ得 f キ罪二讨刑ノ言渡ヲ受ケ旣【一其執行ヲ終 y ^ t ル若ョ ya 
免ヲ得ヌル盲ノ證明ヲ誚フトキ《檢察官 -1 货デ事貨ヲ镐査シ證明ヲ與フ乂； 

第八條勅令第士一號第一 ii 第十九項第二段 sh 第一一十項第二段一一記載シ# 

ル犯罪二付 17' ハ檢察官二於テ fi 行シタル新 N 紙又ハ出版シメ/ US 普圖■ノ 
性質其他裁判言漿エ馘メ声ル事實一 一 因 y 眩泊 一 一 關スル意思【-出 r タル者ナ 

ルト否トヲ ®5£ スヘシ 

第九條大赦ノ施行 It 付疑 t アルトキハ檢察官 w y 速二罚法大臣1一具狀シ 1 K 
指揮ヲ諳フへシ 

第十條太® C ノ施行二關スル處分ハ檢察官 m y 速一一司法大臣-一報吿 A < V 


〇吿一 TIT 


陸軍省告示第一龊 

勸令第十二號〗一依 y . 赦免？得< ャ罪-一付ャ刑ノ宣告ヲ受ヶ旣二其執行ヲ終 y 

クル者ニシテ赖免ヲ得タルノ證明ヲ得1/卜欲スルトヤハ刑ノ宣吿ヲ爲シクル 

軍法會議/理事 n 申出テ^軍裁判所若クハ軍團截判所-一於テ其宣告ヲ受ケタ 

ル者々第一® tm 法 t 議ノ理祺-一申出夕可シ 

明治二十二年二月十一日 歷軍大臣伯爵大山 M 

- - B B ! --- - 

一^-^二 M 

刺令第十二號-一依 y 赦免ヲ得へキ罪二付キ海 m 法衙一一於テ M ノ宣告ヲ受ヶ其|一 

執行ヲ終 V タル者- ra ^- r 赦觅ヲ得^ル W ノ證明ヲ得^卜欲スルトキハ撗須 ® 
縝{^軍法會_ノ主堙1一申出ッ可レ 

明治二十二年二月十一0 I _海軍大臣伯爵西鄕從道 

司法省吿示第二號 

木年泐令第十二號一一依 V 赦免ヲ得ヘキ罪 t 〖付刑ノ言溉ヲ受ヶ餽一一興執行ヲ終 
V V ル若 II シデ赦免ヲ得タル W ノ證明ヲ得レト欲 K ルトキハ刑ノ言渡ヲ爲ン 
タル裁判所ノ險察官一 t -5^ ツヘシ 

但明： S 十四年以前 N 法省佐1<萩、九州、其他ノ臨時载判所二於テ處類ヲ受ケ 
クル翁ハ大審^^事長一一申出ッ r シ 

明治二十二年二月十一日 司法火臣伯爵山田顯義 























































官 報號外 


明治二十二年二月十百月曜日內閣官報局 


〇逹 


宮内省達第二®8 

皇族列次 <K 系ノ遠 近5 一從ヒ 皇位繼承/順寧 一|依ル 伹シ親 王敍 U 1 下ァ 
シ者-一限 y 特殊ノ席次ヲ以尹 V 】般ノ列次左ノ^^ ▲ 

織仁親王 
晃親王 
彰仁親王 
貞#親王 
-朝璋親王 
能久親王 
威 fc 親王 
載仁親王 
依仁親王 
栽 fc 王 
邦劳王 

纏王 

菊密王 
成久王 
恒久王 
輝久王 

漏王 

邦彥王 

守 JE 王 

多囊 


鴆彥王 

i 

明治二十二年二月十一日 
泰勑 


宮內大臣子爵土方久元 


〇官廷錄事 


〇告艾今十}日午前第丸^枷豫定ノ通_祭典行ハ？フレ神迢ヘ/吿文バ 
別紙ヲ以テ配布セ^ル 


i 目報跋外 明^二十二！万十一 
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明治一一士一年1■一月ナ1日 B 職日内 fi ^ 報局 


〇敍任及辭令 


〇明；6二士一年二月十一日 
賜旭日桐花太絞造 
贈正三位 
贈正四位 
贈正.四位 
11 E 四位 
敍芷四位 
敍正四位 
敍從四位 
敍從四位 
敍從四位 
，敍從四位 
做從五位 


樞密院爾長從二位勳一等伯爵伊藤 t ® 交 

故 sf 卿 [f 搵. 
故藤 HM 之進 
故佐久間修理 
故 WIIJ 寅次郞 
伊 M 十镞 
副.%利^ 
土方久用 
川 f 泊郞 
弁上 Ji 叟 
山岡信吉 
松木朝& 


鹿 E 岛縣知 4}? 渡邊千秋 

邀法發布並1蛍典^^治^一一 付申告トシテ故前左大臣■公爵島^久光薯前< 
1使參向被仰付 

W 口縣知琪 ® 保 i : 郎 

避法 m 布並蛊屮典範御增 / E 11 付申告トシチ贈從一位^利敬親 a 前へ勅使參 

向被仰# • 

® 典子®千種有 tt 

葱法15布並皇 {sillcffi 御袷定ーー付明十一 Hi 中-; , r トシ f 贈：; n : 二位鍋 S & AI ! 贈從 

一位山內1信慕前へ ij 成^^ - Mlnl 付(以 J :”？ 离内 t } 

特旨ヲ fIH ; f 被® 故 SI 鄉隨盛 

故 ® U.I 碱±進 

(各通) 故佐久問修 S 





№¢14 ヲ以テ正四位ヲ•被® 

(#'§ 

特旨ヲ以 r 正四位！一 被敍 

(各通) 

特旨ヲ以 1 K # 四位；一被® 

特冒ヲ以チ從五位 n 被戗(以上- 


■B 


故吉 mK 次郞 

悱膘十藏 
副島利忠 

土方久用 

山蜃線 

井上逸^ 

山岡信士！！ 

铋木朝 S 


〇宮廷錄 




^,s 


1 


tMl : 


© 御籾祭並-一葱法截布式御揆樑今十一ほ”午前 m 八時三十分ヲ以ゾ親王火 
®! 位內 ! la 總现大臣親 fl - 官公1¢®!一等^^^ ffi 官師|0妞鍋守府切介畏官陸海軍 
將官北海道廳畏官府縣知事校 is 院描事#辟 fr 問®候傑捣#二®動三领及伯爵 
總代子爵總代男® sfcs 京# 0: 货三等以丄紿 _ 裁判所 退 姑帮裁判所 ±席檢 
寧内閥 M 密院諸省-; n 窀院激颭廳ノ突 e 官 ㈣ 颚以下總代 -® 廳杯三洛此海道廳府 
縣奏往宫四導以下ノ總代三^府縣禽識#骅御祭典一版第九時出御御 ms 
雄 y テ A 御^十#患法^亦武内間總 SI - K 臣以下御親祭^泳ノ諸 HA 堝外國 
公使並-1公使鍵 Milft 取扱聰外 liA ® 三^以 _ t 外»<:^^拜観ノ席.-.'.瑰キ® 
テ出御商御座一一 立御 岛^宮繼テ3入堝れ火臣商#(|座5|進1,迠浊ヲ溶 
ル M 語ァ V 您法ヲ總 PJ ± a :: 下：：ノレ m 理大臣通ミ r 敬祕ジ拜没シ rf 
式 EtylKA 御 盘后需從 -/- A 御アジセジレ營 i ； 暇次退出 ii V W 御御列 . 
並】一式場1乃左/如レ 


In 報號外 


EMEBMT5.A aflff 

明治二十 i 一月十 i 
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f 報珑外 明治二十二年二月十一日 
正殿式場ノ圖 
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〇觀與式場臨幸御摺樑今十一日ハ_一一仰出4サレシ如ク午後1時御出門觀 
兵式場へ； S 幸アラセラレ鹵褪其他都 r 御 m 定ノ通-3ど Jr 親住官ハ便 S 先著式 
畢 UV - 五時 M 幸アラセラレタ y _出門二際ピ K ハ®視廳高等官> 內及交部 t 
值轄學校學生亜徒近縣師 ffi 學桉生徒等宮城下〒整列シーア奉拜ン_脘生徒東 
京農林學按學免生徒府食__等ハ各便宄-所11於【ア窣拜セ0 

€) 行幸啓仰出明十二日午後一時三十分御 mn ® 上皇后宮御列 一|テ上野 
邊へ扞幸行啓アジ15ラルへ t 言今十一日仰出クサ&御道筋ハ S ノ如シ 

宮城|]-[ ,, 1ヨノ娜田門ヲ出チ.外務省前左<東凉府廳前幸橋ヲ過キ左二1葉町 
* へ新職ヲ渡 iM 橋：3木橋成 itt 橋黑門町通 J ; 野公圓內#族 tw へ着御御小ノ 

S 

公園™ y 廣小路右 f 劣隞通左へ天神下通萬世摘ヲ渡 V 淡路町錦町ヲ經神闳 
櫛ヲ渡 y 和®倉一 : M yJE 門 <還幸 

〇勅使發遣今十一日憲法後布式ヲ行ハセラレ^ご-付キ午後靖國神社へ泰 
吿岩倉湖太政太臣大久保贈*大臣山內贈從 一 位(蹩信 ) 鍋昆贈 ii : 二位(直正】ノ 
m ヘ申带ノ泐使夫"1遠相成 y ク y 

一 _- o 思賜伯爵伊藤接乂父正四位伊藤十藏ぐ七十四 M ノ高齡1 f 付ャ思食ヲ以 
?御紋付御盃一茼 ifi # 料五圓ヲ伯»副島種 Is 獐父 ■!]: 四位副 a 利忠ハ八十三 a 
子爾土方久元父從四位土方久 ffi / 八十一歲子酹⑴應®三父從四位山 f 5?诒郞 
ぐ八十歲子爵井上瞵養祖父從四位井上 S 臾”八十 H 歲ノ K 齡〖一付ャ思袞ヲ 
以テ御紋付御盃〇 rl - 一龃酒肴料二十五圆ヲ孰モ今十一日下賜 fe ラレタ卩 
om 年者恩賜今十一 S 邀法极抓式ノ盛典ヲ表セラル、タメ獲老ノ思食ヲ 
以テ谷府縣下高年漭八十歲以上11外：金五十錢九十璘以上二谷"金一圓百歲以 
上 tr #: 金一圓五十錢ヲ下賜セジレ宮^:火臣ョ y 地方長官へ頰賜方至急取針7 

ヘキ¢ 117 達セラレタリ 



































































































